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 使用開始の前に  
  

●本体背面に記された以下の内容を守ってご使用下さい。 

 

●安全にご使用頂くために 

１） 発煙、異臭、異音が確認された場合、バッテリとＡＣアダプタを取り外し、使用を中止して下さい。 

 

２） 濡れた手でのご使用はお止め下さい。感電、火災、故障の原因となります。 

 

３） 雷の元で使用しないで下さい。落雷を受ける恐れがあります。 

 

４） 指定以外のＡＣアダプタを使用すると、故障の原因となりますので絶対に使用しないで下さい。静電気保護のため、 

できる限り三芯に接続して接地して下さい。接地しなかった場合、本機及び被測定物が損傷する恐れがあります。 

 

５） 指定以外のバッテリを使用すると、故障の原因となりますので絶対に使用しないで下さい。バッテリを抜き差しする 

場合は、必ず電源を切りＡＣアダプタを外してから、抜き差しして下さい。 

 

６） ヒューズの交換はＡＣアダプタを外し、背面のバッテリカバーを開け、バッテリを外してから充分注意して行って下さ 

い。使用するヒューズは５Ａ/２５０Ｖ（ＩＥＣ１２７‐２ ｓｈｅｅｔ３、Ｓｌｏｗ ｂｌｏｗ ｔｙｐｅ）です。 

規格外のヒューズを使用すると、故障の原因となりますので、絶対に使用しないで下さい。 

警告 
 本機はお客様自身では修理する事が出来ませんので、カ

バーを開けたり、内部の部品の分解等はしないで下さい。
本器の保守に関しましては、当社のサービスマンにご依頼
下さい。ご使用の前に取扱説明書の安全指示を熟知して下
さい。 
 
 
 
ヒューズを交換する際は、必ず指定された型式、定格の物
と交換して下さい。規格外のヒューズと交換しますと、火災
事故等につながる恐れがあります。 
  

      注意 
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●品質保証 

保証期間について 

納入後１年以内に当社の責任による故障が発生した場合は、無償で修復致します。 

ただし、保証期間内でも次のような場合は有償修理となります。 

１） 火災、天災による故障または損傷の場合 

２） お買い上げ後の輸送・移動時の落下等お取扱いが不適当だったために生じた故障または損傷の場合 

３） 取扱説明書に記載の使用方法や注意事項に反するお取扱いによって生じた故障または損傷の場合 

４） 改造やご使用の責任に帰すると認められる故障や損傷の場合 

 

本製品の故障またはその使用上生じた直接及び間接の損害については、当社はその責に応じません。 

 

ウォームアップ時間 

電源立ち上げ時、電気性能を安定化させるため、ウォームアップを１０分以上行って下さい。 

又、LCD のバックライトの特性上、特に低温時、電源投入後少しの間バックライトがちらつくことがあります。 

 

 

保管上の注意 

１） 直射日光、粉塵をさけて保管して下さい。 

２） 温度－２０℃～６０℃、湿度７０％（６０℃）、一日の温湿度の変化が少ないところで保管して下さい。 

 

 

 

アフターサービス 

この製品の内容及び操作方法等について、ご質問がございましたら下記までお問い合わせ下さい。 

 

マイクロニクス株式会社 

〒１９３‐０９３４  東京都八王子市小比企町２９８７‐２ 

ＴＥＬ． ０４２（６３７）３６６７            ＦＡＸ． ０４２（６３７）０２２７ 

ＵＲＬ： http://www.micronix‐jp.com/    E‐mail： micronix_j@micronix‐jp.com 
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 １．概 要  

１．１ 製品概要 MSA338（E/TG）／MSA358 
ハンディ型スペクトラムアナライザＭＳＡ３３８（E/TG）/ＭＳＡ３５８は小型、軽量で超低価格。そして大型のベンチ 

タイプに引けをとらない性能と機能をもった本格的なスペクトラムアナライザです。 

主な機能と特長は次の通りです。 

 

１） 小型・軽量 １．８ｋｇ  

１６２（Ｗ）×７０（Ｈ）×２６０（Ｄ）ｍｍと小型で重さはバッテリを含めてもたったの１．８ｋｇです。出張先や屋外での

使用に大変便利です。 

 

２） 測定周波数帯域 50ｋＨｚ～3.3ＧＨｚ (MSA338) 50ｋＨｚ～8.5ＧＨｚ (MSA358) 

Ｗ‐ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ、ＰＤＣ、ＰＨＳ、ＧＳＭ、無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等の周波数帯をカバーします。 

 

３） バッテリ動作 １５０分 

オプションのバッテリＭＢ３００をフル充電すると、おおよそ１５０分（バックライトＯＦＦ）使用することができます。 

屋外や無線ＬＡＮの設置環境調査等での使用に大変便利です。 

 

４） 大型ベンチタイプに引けをとらない性能 

ＰＬＬシンセサイザ方式により高安定な周波数軸を保証します。中心周波数設定分解能は１００ｋＨｚです。 

また、平均雑音レベルは－１１０ｄＢｍ（代表値）と広いダイナミックレンジを確保し、基準レベルは１ｄＢステップで

設定できます。 

 

５） 豊富な機能 

●メジャリング機能・・・ チャネルパワー測定、隣接チャネル漏洩電力測定、占有周波数帯幅測定、 

電界強度測定、磁界強度測定（オプション）、周波数カウンタ（工場オプション） 

※ 電界強度測定・・・携帯電話や無線ＬＡＮの使用環境測定に最適 

※磁界強度測定・・・プリント基板のＥＭＩ設計や信号品質評価に最適 

●演算機能・・・ＭＡＸ ＨＯＬＤ、ＭＩＮ ＨＯＬＤ、ＡＶＥＲＡＧＥ、ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥ 

●マーカ＆ピークサーチ ●セーブ／ロード 

 

６） ＡＵＴＯチューニング 

【ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ】キーを押すと、３．３ＧＨｚ(MSA338)/８．５ＧＨｚ(MSA358)帯域内の最大レベルのスペクトラムに

中心周波数を合わせ、かつ最適な基準レベル、分解能帯域幅、ビデオ帯域幅、掃引時間が設定されます。未知信

号の測定のとき大変便利です。 

 

７） オートレンジ動作 

設定された周波数スパンをもとに、分解能帯域幅、ビデオ帯域幅及び掃引時間が自動的に設定されます。 

分解能帯域幅、ビデオ帯域幅及び掃引時間のいずれかだけをオートレンジ動作にすることもできます。 

 

８） 画面のハードコピー 

オプションのプリンタを接続し、本機の【ＰＲＩＮＴ】キーを押すだけで画面がそのままプリント出力されます。 

 

９） ＰＣ画面で高分解能表示 

オプションのＰＣソフトウェア ＭＡＳ３００を使うことにより、パソコン画面上に横軸１００１点の高分解能でトレース

を表示します。 
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１．２ 標準付属品 

① ＡＣアダプタ ＭＡ３００ 
 

② ソフトケース 
 

③ アクセサリー収納袋 
 

④ ヒューズ（内部に取り付けてあります。） 
 

⑤ 取扱説明書 
 

１．３ オプション 

① アンテナ Ｍ３０１、Ｍ３０２、Ｍ３０３、Ｍ３０４、Ｍ３０５、Ｍ３０６、Ｍ３０７ 

 〔詳しくは『１９．４ 電界強度測定』参照〕 

② 磁界プローブ ＣＰ‐２Ｓ （専用２重シールド同軸ケーブル付き） 

〔詳しくは『１９．５ 磁界強度測定（オプション）』参照〕 

③ Ｎｉ‐ＭＨバッテリ ＭＢ３００ 〔詳しくは『６．４ バッテリ取り付け』参照〕 
 

④ ＰＣソフトウェア ＭＡＳ３００（オペレーションソフトウェア） 〔詳しくは『２６．ＰＣソフトウェア（オプション）』参照〕 
 

⑤ ＰＣソフトウェア ＭＡＳ２３０（EMI 試験用オペレーションソフトウェア） 〔詳しくは取扱説明書参照〕 
 

⑥ ＲＳ‐２３２Ｃケーブル ＭＩ１８０ 〔詳しくは『２５．ＲＳ‐２３２Ｃインタフェース』参照〕 
 

⑦ 周波数カウンタ （工場オプション） 〔詳しくは『１９．６ 周波数カウンタ（工場オプション）』参照〕 
 

⑧ ＲＳ‐２３２Ｃ/ＧＰ‐ＩＢ変換機 ＺＳ‐６１４４７ 
 

⑨ 充電器 ＭＢＣ３００ 
 

⑩ プリンタ一式 （ＡＣアダプタ、単３電池４本、プリンタ用紙１巻付き） 〔詳しくは『２３．プリント』参照〕 
 

⑪ プリンタ用紙 （１０巻入り）  ※オプションのプリンタで使用します。 
 

⑫ ＳＭＡ同軸ケーブル 

モデル コネクタ ケーブル長 周波数範囲 

ＭＣ３０１ ＳＭＡ（Ｐ）／ＳＭＡ（Ｐ） ０．５ｍ ＤＣ ～ １０ＧＨｚ 

ＭＣ３０２ ＳＭＡ（Ｐ）／ＳＭＡ（Ｐ） １．０ｍ ＤＣ ～ １０ＧＨｚ 

ＭＣ３０３ ＳＭＡ（Ｐ）／ＳＭＡ（Ｐ） １．５ｍ ＤＣ ～ １０ＧＨｚ 

ＭＣ３０４ ＳＭＡ（Ｐ）／Ｎ（Ｊ） ０．２ｍ ＤＣ ～ ４ＧＨｚ 

ＭＣ３０５ ＳＭＡ（Ｐ）／Ｎ（Ｐ） ０．２ｍ ＤＣ ～ ４ＧＨｚ 

ＭＣ３０６ ＳＭＡ（Ｐ）／ＢＮＣ（Ｊ） ０．２ｍ ＤＣ ～ ２ＧＨｚ 

ＭＣ３０７ ＳＭＡ（Ｐ）／ＢＮＣ（Ｐ） ０．２ｍ ＤＣ ～ ２ＧＨｚ 

※インピーダンスは全て５０Ωです。 
※性能は、曲げることにより変化し、抜き差しを繰り返すことで劣化します。 

 

⑬ 同軸アダプタ 

モデル コネクタ インピーダンス 周波数範囲 

ＭＡ３０１ ＢＮＣ（Ｐ）／ＢＮＣ（Ｊ） ５０Ω／７５Ω ＤＣ ～ ２ＧＨｚ 

ＭＡ３０２ ＢＮＣ（Ｐ）／Ｎ（Ｊ） ７５Ω／７５Ω ＤＣ ～ １．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０３ ＢＮＣ（Ｐ）／Ｎ（Ｐ） ７５Ω／７５Ω ＤＣ ～ １．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０４ ＢＮＣ（Ｐ）／Ｆ（Ｊ） ７５Ω／７５Ω ＤＣ ～ １．８ＧＨｚ 

ＭＡ３０５ ＢＮＣ（Ｐ）／Ｆ（Ｐ） ７５Ω／７５Ω ＤＣ ～ １．８ＧＨｚ 
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 ２．仕 様  
２．１ 性能 
 

■周波数軸 

 MSA３３８（E/TG） MSA３５８ 

測定周波数 50kHz～3.3GHz 50kHz～8.5GHz 

周波数帯 周波数バンド 高調波次数 

50k～3.5GHz ベースバンド 1 

3.3G～6.3GHz バンド1－ 1 

バンド構成 

――― 

6.1G～8.5GHz バンド1＋ 1 

設定分解能 100kHz     

設定はロータリーエンコーダ、数字入力及びファンクションキーによる。 

確度 ±(30+20Ｔ)kHz±1 ドット以内  

 ＠スパン 200kHz～10MHz、 

RBW 3kHz、23±5℃  

±(60＋300Ｔ)kHz±1 ドット以内 

＠スパン 20MHz～3.3GHz、 

RBW 100kHz、23±5℃  

Ｔ：掃引時間（s） 

±(30+20Ｔ)kHz±1 ドット以内  

 ＠スパン 200kHz～10MHz、 

RBW  3kHz、23±5℃ 

±(60＋300Ｔ)kHz±1 ドット以内  

＠スパン 20MHz～8.5GHz、 

RBW 100kHz、23±5℃ 

Ｔ：掃引時間（s） 

セ
ン
タ
ー
周
波
数 

ＲBＷ周波数誤差 ±４ｋHｚ以内 ＠RBW : 3kHz、10ｋHz、30kHz 

RBW の±20％以内 ＠RBW : 100kHz、300ｋHz 

RBW の±１0％以内 ＠RBW : 1MHz、3MHz 

設定範囲 0Hz（ゼロスパン）、200kHz～2GHz（1-2-5 ス

テップ）及び 3.3GHz（フルスパン） 

 

0Hz（ゼロスパン）、200kHz～5GHz（1-2-5 ス

テップ）及び 8.5GHz（フルスパン） 

周
波
数
ス
パ
ン 

確度 ±3％±1 ドット以内  

＠AUTO における掃引時間より一段遅い掃引時間、23±5℃ 

 

表示分解能 周波数スパン÷250、周波数スパン÷1000（RS‐232C 通信での測定のみ） 

表示ドット数 251 ドット＠LCD 画面、1001 ドット＠RS‐232C 通信 

※機器内部では 1 トレースあたり 1001 点取り込み 

分解能帯域幅 3dB 帯域幅（MSA338E の 9kHz 及び 120kHz は 6dB） 

設定範囲 3kHz～3MHz（1-3 ステップ）及び AUTO 

（MSA338E は 3kHz、9kHz、30kHz、120kHz、300kHz、1MHz、3MHz） 

確度 ±20％以内 

 

選択度 1：12（代表値、3dB：60dB） 
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ビデオ帯域幅 100Hz～1MHz（1-3 ステップ）及び AUTO 

SSB 位相雑音 

 

－90dBc/Hz（代表値） 

＠100kHz オフセット、RBW：3kHz、VBW：100Hz、掃引時間：1s 

スプリアス －60dBc 以下 

高調波 －40dBc 以下＠100MHz～3.3GHz －40dBc 以下＠100MHz～8.5GHz 

 

■振幅軸 

 MSA３３８（E/TG） MSA３５８ 

設定範囲 ＋10～－60dBM、1dB ステップ 

確度 ±0.8dB±1 ドット以内 

＠CF：100MHz、RBW：3MHz、VBW：1MHz、入力 AＴＴ：0dB、23±5℃ 

基
準
レ
ベ
ル 

単位 dBm、dBV、dBmV、dBμV、dBμV/m、dBμA/m 

（dBμV/m、dBμA/m はメジャリング機能の中で使用できます。） 

平均雑音レベル －117dBm（代表値） 

＠CF：1GHz、RBW：3kHz、VBW：100Hz） 

周波数特性 

 

±2.0dB±1 ドット以内＠50kHz～100MHz 

±1.0dB±1 ドット以内＠100MHz～3.3GHz 

±2.0dB±1 ドット以内＠50kHz～100MHz 

±1.0dB±1 ドット以内＠100MHz～8.5GHz 

入力インピーダンス 50 オーム 

入力 VSＷＲ 2.0 以下 

変化範囲 0～25dB（1dB ステップ）、基準レベルに連動 入
力
減
衰
器 

切換誤差 ±0.6dB 以内@100MHz 

ＲBＷ切換誤差 ±0.6dB 以内 

表示ドット数 201 ドット 

種類 

 

10dB/div、2dB/div 表
示
ス
ケ
ー
ル 

表示確度 

 

±0.8dB/10dB±1 ドット以内 

±0.2dB/2dB±1 ドット以内 

±1.6dB/70dB±1 ドット以内 

最大入力レベル ＋27dBm（CW 平均電力）、25VDC 

 

■掃引系 

 MSA３３８（E/TG） MSA３５８ 

設定範囲 

 

10ms～30s 及び AUTO＠スパン 0～2GHz 

30ms～30s 及び AUTO＠フルスパン 

 

※1-3 ステップ 

10ms～30s 及び AUTO＠スパン 0～2GHz 

30ms～30s 及び AUTO＠スパン 5GHz 

、フルスパン 

※1-3 ステップ 

掃
引
時
間 

確度 ±0.1％±1 ドット以内 ＠スパン：0～2GHz ±0.1％±1 ドット以内 ＠スパン：0～5GHz 
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  ±1.5％±1 ドット以内 ＠フルスパン ±2.5％±1 ドット以内 ＠フルスパン 

トリガモード AUTO（ゼロスパン時） 

検波モード ポジティブピーク，ネガティブピーク，サンプル 

（MSA338E のみ ：Quasi ピーク，アベレージ） 

 
■機能 

 MSA３３８（E/TG） MSA３５８ 

マーカ機能 

 

NORM：マーカ点の周波数（最大 7 桁）とレベル（最大 4 桁）を表示。 

DELTA：2 つのマーカ点間の周波数差とレベル差を表示。 

ピークサーチ機能 

 

全 10div 又は指定されたゾーン内のピーク点あるいは全 10div の NEXT ピーク点をサーチ

し、周波数とレベルを表示。 

演算機能 

 

NORM、MAX HOLD、MIN HOLD、AVERAGE、OVER WRITE。 

MAX/MIN HOLD は掃引回数 2～1024 回（2 の累乗）及び無限、AVERAGE は 2～256 回（2

の累乗）を設定。 

メジャリング機能 

 

チャネルパワー測定、隣接チャネル漏洩電力測定、占有周波数帯幅測定、電界強度測定

（オプションのダイポールアンテナが必要）、磁界強度測定（オプションの磁界プローブが必

要）、周波数カウンタ（工場オプション） 

AＵＴＯチューニング 

 

AUTO TUNE キーを押すと 3.3GHz 帯域内の

最大レベルのスペクトルにセンター周波数

を合わせ、かつ基準レベル、分解能帯域

幅、ビデオ帯域幅及び掃引時間も最適値に

設定する。 

AUTO TUNEキーを押すと8.5GHz帯域内の

最大レベルのスペクトルにセンター周波数

を合わせ、かつ基準レベル、分解能帯域

幅、ビデオ帯域幅及び掃引時間も最適値に

設定する。 

セーブ動作 

 

100 トレースと 100 設定値をセーブ。 セ
ー
ブ
／
ロ
ー
ド 

ロード動作 

 

1 トレースと１設定値をロード。 

 

 
■一般性能 

 MSA３３８（E/TG）/MSA３５８ 共通 

無線妨害に対する耐性 

10V/m でのレベル表示 

-35dBc 以下（基準レベル：10dBm） 

 

有線妨害に対する耐性 

トランジェント妨害が 4.0kV で

のレベル表示 

-30dBc 以下（基準レベル：10dBm） 

 

入力コネクタ SMA（J）コネクタ 

インタフェース RS-232C 通
信 

ボーレート 2,400～38,400bps 

ハードコピー オプションのプリンタに直接ハードコピーすることができます。 
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表示器 液晶表示器 

バックライト CFL バックライト 
表
示 

ドット数 240(V)×320(H)ドット 

電池動作 Ｎｉ-MH バッテリ（オプション） 電
源 

外部 DＣ電源 DC ジャック、＋4.75～＋5.25VDC/4A 

 
■その他 

 MSA３３８（E/TG）/MSA３５８ 共通 

動作温度 0～50℃（性能保証は 23±10℃、ソフトケース無し） 

動作湿度 40℃/80％RH 以下（性能保証は 33℃/70％RH 以下、ソフトケース無し） 

保存温・湿度 －20～60℃、60℃/70％RH 以下 

大きさ 162（W）×70（H）×260（D）mm（突起物とスタンドは含まず） 

重さ 約 1.8kg（バッテリ含む）／約1.5kg（バッテリ無し） 

※ ＴＧ（トラッキングジェネレータ）の仕様については『22.TG モード』参照 
２．２ 外観図 
 

 

※ 仕様、形状は、事前の断りなしに変更されることがあります。                [単位：mm] 
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 ３．パネル面説明  
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１） 液晶画面 

２４０（Ｖ）×３２０（Ｈ）ドットの大型液晶表示器です。 

トレース（８ｄｉｖ×１０ｄｉｖ）、各種設定値、測定値等を同時に表示します。 

 

２） 入力コネクタ 

ＳＭＡ（Ｊ）コネクタです。 

 

３） ＤＣ電源入力コネクタ 

専用ＡＣアダプタＭＡ３００を接続します。 

 

４） ＲＳ‐２３２Ｃコネクタ 

ＲＳ‐２３２ＣケーブルＭＩ１８０を使用しパソコン、プリンタ等を接続します。 

 

５） ファンクションキー（Ｆ１～Ｆ６） 

機能は操作に応じ変わります。画面表示に対応した機能を持ちます。 

 

６） センター周波数キー 

センター周波数を設定します。０～３．３ＧＨｚ(MSA338(E/TG)) ０～８．５ＧＨｚ(MSA358)の間で設定できます。  

設定分解能は１００ｋＨｚです。 

 

７） 周波数スパンキー 

周波数スパンを設定します。２００ｋＨｚから２ＧＨｚ(MSA338(E/TG)) ５ＧＨｚ(MSA358)及びゼロスパンとフルスパン

３．３ＧＨｚ(MSA338E/TG)) ８．５ＧＨｚ（MSA358）に設定できます。 

 

８） 基準レベルキー 

基準レベル等を設定します。基準レベルは＋１０～－６０ｄＢｍの間を１ｄＢステップで設定できます。 

 

９） 分解能帯域幅キー 

分解能帯域幅を設定します。３ｋＨｚ～３ＭＨｚの間で設定できます。 

 

１０） ビデオ帯域幅キー 

ビデオ帯域幅を設定します。１００Ｈｚ～１ＭＨｚに設定できます。 

 

１１） ＡＵＴＯチューニングキー 

３．３ＧＨｚ(MSA338E/TG)) ８．５ＧＨｚ(MSA358)帯域内の最大レベルにチューニングし、最適な設定で表示します。

（ゼロスパン時、フルスパン時と入力信号レベルが－４０ｄＢｍ以下、入力周波数が５０ＭＨｚ以下では正常に動作

しません。） 
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１２） メジャリング機能キー 

チャネルパワー測定、隣接チャネル漏洩電力測定、占有周波数帯域幅測定、電界強度測定、 

磁界強度測定（オプション）、周波数カウンタ（工場オプション）を選択します。 

 

１３） 演算機能キー 

ＭＡＸ ＨＯＬＤ、ＭＩＮ ＨＯＬＤ、ＡＶＥＲＡＧＥ、ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥを選択します。 

 

１４） 表示スケールキー 

振幅軸の表示スケールを２ｄＢ/ｄｉｖと１０ｄＢ/ｄｉｖから選択します。 

 

１５） 掃引軸キー 

掃引時間１０ｍｓ～３０ｓの設定と検波モードの設定をします。 

 

１６） ホールド／ランキー 

測定を停止、または再開します。 

 

１７） マーカ及びピークサーチキー 

マーカの設定、操作をします。 

 

１８） セーブ／ロードキー 

１００トレースと１００設定値をセーブ、１トレースと１設定値をロードします。 

 

１９） プリントキー 

このキーを押すと画面がそのままオプションのプリンタに印刷されます。 

 

２０） ＲＳ‐２３２Ｃキー 

カレントトレース又は選択されたセーブトレースが転送されます。また、ボーレートを設定します。 

 

２１） 画面コントロールキー 

コントラスト、バックライトＯＮ／ＯＦＦ、バックライト明るさ、画面反転、ブザーＯＮ／ＯＦＦを設定します。 

 

２２） ロータリーエンコーダ 

各種設定に使用します。 

 

２３） 電源スイッチ 

電源をＯＮ／ＯＦＦします。 
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 ４．画面の説明  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレース画面 

８ｄｉｖ×１０ｄｉｖ 

ファンクションキー表示 

周波数軸設定値表示

センター周波数、周波数スパン、

分解能帯域幅、ビデオ帯域幅 

振幅軸設定値表示 

基準レベル、入力ＡＴＴ、 

表示スケール 

掃引軸設定値表示 

掃引時間、 

検波モード 

演算機能表示 

メジャリング機能表示 

動作表示 

ロードトレース情報表示 

※メジャリング機能使用時は 

設定値表示としても使われます。 
測定値表示 
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 ５．ファンクションキーメニュー  
 

５．１ ファンクションキーメニュー一覧 
ファンクションキーは次の表に示すだけの種類があります。それぞれのファンクションの内容を見るには 

詳細ページを、ファンクションキーの変化の流れを見るには『５．２ メニューツリー』を参照して下さい。 

 ファンクションキー名称 キーの流れ 
詳細 

ページ 
  ファンクションキー名称 キーの流れ 

詳細 

ページ 

Ａ） Ａｄｊ Ｃｈ ＯＦＳ ＭＥＡＳ→（Ｆ２）→Ｆ２ ３６ 

 Ａｄｊ Ｃｈ Ｐｗ ＭＥＡＳ→Ｆ２ ３６ 

M) ＭＯＤＥ ＭＥＡＳ→（Ｆ１～３）→Ｆ１ ３５～ 

３７ 

 Ａｄｊ Ｃｈ ＷＩＤＴＨ ＭＥＡＳ→（Ｆ２）→Ｆ３ ３６ ＮＯＲＭ ＣＡＬＣ→Ｆ１ ２８ 

 ＡＮＴ ＭＥＡＳ→（Ｆ４）→Ｆ１ ３９ 

 

ＮＯＲＭ ※1 ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ６→Ｆ１ ４６ 

 ＡＶＥＲ ＣＡＬＣ→Ｆ４ ２９ 

Ｎ） 

ＮＵＭ ＦＲＥＱ→Ｆ５ １９ 

Ｂ） Ｂ．Ｌ． ＤＳＰＬ→Ｆ２ ５０ Ｏｃｃ ＢＷ ＭＥＡＳ→Ｆ３ ３７ 

Ｃ） ＢＡＣＫ ＳＰＡＣＥ ＦＲＥＱ→Ｆ５→Ｆ６ ２０ ＯＦＳｄＢ ＲＥＦＥＲ→Ｆ５ ２４ 

 ＢＡＮＤ ＣＮＴＲ ＭＥＡＳ→（Ｆ１）→（Ｆ１）→Ｆ２ ３５ 

O) 

ＯＶＲＷＲ ＣＡＬＣ→Ｆ５ ２９ 

 ＢＡＮＤ ＷＩＤＴＨ ＭＥＡＳ→（Ｆ１）→（Ｆ１）→Ｆ３ ３５ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＣＮＴＲ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ４ ３１ 

 ＢＡＵＤ ＲＳ２３２Ｃ→Ｆ２ ５４ 

 

Ｐ） 

ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＮＥＸＴ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ５ ３１ 

 ＢＬＣＴＲ ＤＳＰＬ→Ｆ３ ５０  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＮＯＲＭ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ３ ３１ 

 ＢＵＺＺＲ ＤＳＰＬ→Ｆ５ ５０  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＰＥＡＫ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ４ ３１ 

 ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ → ＦＲＥＱ→Ｆ１ １９  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＷＩＤＴＨ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ５ ３１ 

 ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ ← ＦＲＥＱ→Ｆ２ １９  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＺＯＮＥ ＭＫＲ→（Ｆ３）→Ｆ３ ３１ 

 Ｃｈ Ｐｏｗｅｒ ＭＥＡＳ→Ｆ１ ３５  ＰＲＥ ＳＥＴ ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ６ ３３ 

 ＣＬＥＡＲ ＦＲＥＱ→Ｆ５→Ｆ５ １９  ＰＲＯＢＥ ＭＥＡＳ→（Ｆ５）→Ｆ１ ４３ 

 ＣＬＥＡＲ ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ３ ３３ ＲＡＴＩＯ ＭＥＡＳ→（Ｆ３）→Ｆ２ ３７ 

 ＣＯＮＶ ＭＫＲ→Ｆ６ ３２ 

Ｒ） 

ＲＢＷ ＡＬＬ ＲＢＷ→Ｆ３ ２５ 

 ＣＴＲＳ ＤＳＰＬ→Ｆ１ ５０  ＲＢＷ ＡＵＴＯ ＲＢＷ→Ｆ２ ２５ 

Ｄ） ＤＥＴ ＳＷＥＥＰ→Ｆ４ ２７  ＲＢＷ ＭＡＮＵ ＲＢＷ→Ｆ１ ２５ 

 ＤＩＳＰ ＣＬＥＡＲ ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ４ ３３  ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＣＮＴＲ ＭＥＡＳ→（Ｆ２）→Ｆ４ ３６ 

E) Ｅ／Ｆ ＡＮＴ ＭＥＡＳ→Ｆ４ ３８  ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＷＩＤＴＨ ＭＥＡＳ→（Ｆ２）→Ｆ５ ３６ 

 ＥｎｃＳＴ ＦＲＥＱ→Ｆ４ １９ ＳＡＶＥ ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ１ ３２ 

 ＥＸＥＣ ＲＳ２３２Ｃ→Ｆ３ ５４ 

 

Ｓ） 

ＳＣＡＬＥ １０ｄＢ ＳＣＡＬＥ→Ｆ１ ２５ 

 EMI-C ※1 SAVE/LOAD→Ｆ６→Ｆ２ ４７  ＳＣＡＬＥ ２ｄＢ ＳＣＡＬＥ→Ｆ２ ２５ 

 EMI-R ※1 SAVE/LOAD→Ｆ６→Ｆ３ ４８  ＳＥＴ ＭＫＲ ＦＲＥＱ→Ｆ６ ２０ 

F) Ｆｒｅｑ ＣＯＵＮＴ ＭＥＡＳ→Ｆ６ ４５  ＳＰＵＲＩ  ※2 ＣＡＬＣ→Ｆ６ ２９ 

Ｉ） ＩＭＰ ＲＥＦＥＲ→Ｆ６ ２４  ＳＷＥＥＰ ＡＬＬ ＳＷＥＥＰ→Ｆ３ ２７ 

 ＩＮＶＴ ＤＳＰＬ→Ｆ４ ５０  ＳＷＥＥＰ ＡＵＴＯ ＳＷＥＥＰ→Ｆ２ ２７ 

Ｋ） ＫｅｙＳＴ ＦＲＥＱ→Ｆ３ １９  ＳＷＥＥＰ ＭＡＮＵ ＳＷＥＥＰ→Ｆ１ ２７ 

Ｌ） ＬＯＡＤ ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ→Ｆ２ ３２ ＴＧ ＭＯＤＥ ※３ ＳＷＥＥＰ→Ｆ６ ５２ 

M) Ｍ／Ｆ ＰＲＯＢＥ ＭＥＡＳ→Ｆ５ ４３ 

Ｔ） 

ＴＲＡＣＥ ＲＳ２３２Ｃ→Ｆ１ ５４ 

ＭＡＸＨＤ ＣＡＬＣ→Ｆ２ ２９ Ｕ） ＵＮＩＴ ＲＥＦＥＲ→Ｆ１～４ ２２ 

ＭＥＡＳ ＯＦＦ ＭＥＡＳ→（Ｆ１～５）→Ｆ６ ３４ Ｖ） ＶＢＷ ＡＬＬ ＶＢＷ→Ｆ３ ２６ 

ＭＩＮＨＤ ＣＡＬＣ→Ｆ３ ２９ 

 

 ＶＢＷ ＡＵＴＯ ＶＢＷ→Ｆ２ ２６ 

ＭＫＲ ＤＥＬＴＡ ＭＫＲ→Ｆ２ ３１  ＶＢＷ ＭＡＮＵ ＶＢＷ→Ｆ１ ２６ 

 

ＭＫＲ ＮＯＲＭ ＭＫＲ→Ｆ１ ３１ 

 

  ※1 ＭＳＡ338Ｅのみ ※2 ＭＳＡ358 のみ ※３ MSA338TG のみ 
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５．２ メニューツリー  
各キーを押したときの、ファンクションキー表示が変化する流れを次に示します。 

下図のように画面下部の表示と、その下のファンクションキーが対応しています。 

 

「画面下部の表示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃｈ  Ａｄｊ Ｏｃｃ Ｅ／Ｆ Ｍ／Ｆ Ｆｒｅｑ  

Ｐｏｗｅｒ  Ｃｈ Ｐｗ 

 

ＢＷ 

 

ＡＮＴ 

 

ＰＲＯＢＥ 

 

ＣＯＵＮＴ 

 

 

 

ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ ＫｅｙＳＴ ＥｎｃＳＴ  ＳＥＴ  

←  → 

 

１００Ｍ 

 

０．１Ｍ 

 

ＮＵＭ 

 

ＭＫＲ 

 

 

 

    ＢＡＣＫ  

   

 

 

 

 

 

ＣＬＥＡＲ 

 

ＳＰＡＣＥ 

 

 

 

ＵＮＩＴ ＯＦＳｄＢ ＩＭＰ  

ｄＢｍ  ｄＢμＶ  ｄＢｍＶ  ｄＢＶ 

 

０．０ 

 

５０Ω 

 

 

 

ＲＢＷ     

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＲＥＱ 

ＲＥＦＥＲ 

ＲＢＷ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

：センター周波数設定 

：基準レベル設定 

：ＲＢＷ設定 

※ 詳しくは『１１．分解能帯域幅』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『９．基準レベル』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『７．センター周波数』を参照して下さい。 
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ＶＢＷ     

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃｈ  Ａｄｊ Ｏｃｃ Ｅ／Ｆ Ｍ／Ｆ Ｆｒｅｑ  

Ｐｏｗｅｒ  Ｃｈ Ｐｗ 

 

ＢＷ 

 

ＡＮＴ 

 

ＰＲＯＢＥ 

 

ＣＯＵＮＴ 

 

 

 

ＭＯＤＥ  ＢＡＮＤ   ＭＥＡＳ  

 ＢＡＮＤ  ＣＮＴＲ  ＷＩＤＴＨ 

 

 

 

 

 

ＯＦＦ 

 

 

 

ＭＯＤＥ  Ａｄｊ Ｃｈ ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＭＥＡＳ  

ＴＯＴＡＬ  ＯＦＳ  ＷＩＤＴＨ 

 

ＣＮＴＲ  ＷＩＤＴＨ 

 

ＯＦＦ 

 

 

 

ＭＯＤＥ  ＲＡＴＩＯ    ＭＥＡＳ  

Ｎ％  ９９．５％ 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＦＦ 

 

 

 

ＡＮＴ      ＭＥＡＳ  

Ｍ３０１   

 

 

 

 

 

 

 

ＯＦＦ 

 

 

ＶＢＷ 

ＭＥＡＳ 

：ＶＢＷ設定 

：パラメータ設定 

：パラメータ設定 

：パラメータ設定 

（１/２） ※ 詳しくは『１９．メジャリング』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『１２．ビデオ帯域幅』を参照して下さい。 
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Ｃｈ  Ａｄｊ Ｏｃｃ Ｅ／Ｆ Ｍ／Ｆ Ｆｒｅｑ  

Ｐｏｗｅｒ  Ｃｈ Ｐｗ 

 

ＢＷ 

 

ＡＮＴ 

 

ＰＲＯＢＥ 

 

ＣＯＵＮＴ 

 

 

 

ＰＲＯＢＥ      ＭＥＡＳ  

ＣＰ－２Ｓ   

 

 

 

 

 

 

 

ＯＦＦ 

 

 

 

ＮＯＲＭ  ＭＡＸＨＤ ＭＩＮＨＤ ＡＶＥＲ ＯＶＲＷＲ ＳＰUＲＩ  

  ＊＊ 

 

＊＊ 

 

２５６ 

 

 

 

ＯＦＦ 

 

 

 

ＳＣＡＬＥ      

１０ｄＢ  ２ｄＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＷＥＥＰ ＤＥＴ  Ｔ．Ｇ．  

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ 

 

ＰｏｓＰＫ 

 

 

 

ＭＯＤＥ 

 

 

ＣＡＬＣ 

ＳＣＡＬＥ 

ＳＷＥＥＰ 

：回数設定 

：表示スケール設定 

：掃引時間設定 

プローブＩＤ入力（初回のみ） 〔入力方法の詳細は『１９．５ 磁界強度測定』を参照して下さい〕 

ＭＥＡＳ （２/２） 

※ 詳しくは『１３．掃引軸・検波モード』を参照して下さい。 
※ TG MODE はＭＳＡ３３８ＴＧのみ 

※ 詳しくは『１０．表示スケール』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『１６．演算機能』を参照して下さい。 
※ SUPRI は MSA３５８のみ。 
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ＭＫＲ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＣＯＮＶ  

ＮＯＲＭ  ＤＥＬＴＡ 

 

ＮＯＲＭ  ＰＥＡＫ  ＮＥＸＴ 

 

ｄＢｍ→Ｗ 

 

 

 

ＭＫＲ ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ ＣＯＮＶ  

ＮＯＲＭ  ＤＥＬＴＡ 

 

ＺＯＮＥ  ＣＮＴＲ  ＷＩＤＴＨ 

 

ｄＢｍ→Ｗ 

 

 

 

TRACE  ＢＡＵＤ      

ＣＵＲＲ  ３８４００ 

 

ＥＸＥＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＴＲＳ  Ｂ．Ｌ． ＢＬＣＴＲ ＩＮＶＴ ＢＵＺＺＲ   

１４０  ０Ｎ 

 

２００ 

 

ＯＦＦ 

 

ＯＮ 

 

 

 

 

ＭＫＲ 

ＲＳ２３２Ｃ 

ＤＳＰＬ 

：マーカ位置移動（ＮＯＲＭモード） 

：転送トレース選択 

：コントラスト調整 

：ゾーンセンター周波数設定（ＺＯＮＥモード） 

（最後に選んだ方のマーカモードに切り換わります） 

Ｆ３：マーカモード切り換え 

※ 詳しくは『１７．マーカ・ピークサーチ』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『２４．データ出力』を参照して下さい。 

※ 詳しくは『２１．画面コントロール』を参照して下さい。 
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メインメニュー 

 

 

 

 

 

 

セーブメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ロードメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

デリートメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TRACE  ＰＡＲＡＭ ＥＸＥＣＵＴＥ  ＰＲＥ  

００  ００ 

 

ＳＡＶＥ  ＬＯＡＤ  ＤＥＬ  ＳＥＴ 

 

 

 

ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ  ＤＩＳＰ  ＰＲＥ   

ＳＡＶＥ  ＬＯＡＤ  ＣＲＥＡＲ  ＣＬＲ  ＳＥＴ  

 

 

TRACE  ＰＡＲＡＭ ＥＸＥＣ   

００  ００ 

 

ＳＡＶＥ  

 

 

TRACE  ＰＡＲＡＭ  ＥＸＥＣ  

００  ００  ＬＯＡＤ 

 

 

 

TRACE  ＰＡＲＡＭ  ＥＸＥＣ  

００  ００  ＣＲＥＡＲ 

 

 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ 

：トレース or パラメータ格納先設定 

ＭＳＡ３５８用 ※ 詳しくは『１８．セーブ／ロード』を参照して下さい。 

：トレース or パラメータ呼出し先設定 

：トレース or パラメータ消去先設定 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ ＭＳＡ３３８(E/TG)用 ※ 詳しくは『１８．セーブ／ロード』を参照して下さい。 

：トレース格納先設定 
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← 必ず接地して 
ご使用ください。

 ６．取扱いの準備  

 
６．１ スタンド 

 

 

 
６．２ 電源の接続 

 

 

 

 

 

  
＊電源の GND が接地されている事も併せて確認してください。 

 

ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚへ接続 

バッテリ充電時間：約８時間 
バッテリ動作時間：最長約１５０分（バックライトＯＦＦ） 

※ 設定はプリセット状態で、常温で何も操作しなかった場合 
 
充電器ＭＢＣ３００（オプション）での充電時間：約２時間～２時間半 

背面のスタンドを利用すると、机上での使用の際に画面をより見やすい角度で使用することができます。 

ＡＣアダプタＭＡ３００は、ＡＣ電源での使用及び内蔵バッテリＭＢ３００（オプション）の充電を兼ねています。 
（充電は、ＡＣアダプタを接続すると自動的に開始されます。） 
下図のように接続し、ＡＣプラグはライン電源（ＡＣ１００～２４０Ｖ、５０／６０Ｈｚ）に接続します。静電気保護のため、

できる限り三芯に接続して接地して下さい。接地しなかった場合、本器及び被測定物が損傷する恐れがあります。 
尚、付属のＭＡ３００以外のＡＣアダプタは使用しないで下さい。ＭＡ３００以外のＡＣアダプタを使用すると、故障の原

因になります。
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※ バッテリ動作時に、バッテリの電圧が低くなると画面に“Ｌｏｗ Ｂａｔｔ”と表示されブザーが鳴り（ブザーが鳴ら 
ないよう設定されていても、鳴ります）、数分のうちに電源が切れてしまいます。この時、電源スイッチが“ＯＮ” 
の位置のままになっていますので、一度押して“ＯＦＦ”の位置に戻してください。電源が切れてからも、“ＯＮ” 
の位置のままになっていると、内部で放電されて過放電状態になってしまい、バッテリの寿命を縮める原因に 
なりますので、ご注意下さい。 

※ また、０度付近の低温下では、電池性能が低下して電圧が低くなるため、容量が充分残っている場合でも、 
“Ｌｏｗ Ｂａｔｔ”表示をする場合があります。 

※ バッテリは、充電と放電を繰り返した場合、約２００回程度から電池性能の低下（容量の低下と内部抵抗の増 
加）が始まり、良好な条件下でも５００回程度で容量は当初の半分に低下します。劣悪な条件下（例えば高温 
下）では、これ以上に寿命が縮みます。 

 
６．３ ヒューズ交換 

ヒューズはバッテリ電源用として、５Ａ/２５０Ｖ（ＩＥＣ１２７‐２ ｓｈｅｅｔ３、Ｓｌｏｗ ｂｌｏｗ ｔｙｐｅ）が使われています。 
交換する場合はまず電源を切りＡＣアダプタを外します。下図のように背面にあるバッテリカバーを開け、バッテリ

を取り外してから充分注意して行って下さい。必ず、付属のヒューズ又は規格に合ったものを使用して下さい。 
 

６．４ バッテリ取り付け 
バッテリの取り付けをする場合はまず電源を切りＡＣアダプタを取り外してから、下図のように背面にあるバッテリ

カバーのネジ２箇所を外し、バッテリカバーを開け充分注意して行って下さい。 
必ず指定のバッテリ ＭＢ３００を使用して下さい。 

 
６．５ ソフトケース 

持ち運びや屋外での使用の際は、ソフトケースに入れると便利です。 
ＡＣアダプタやプリンタはアクセサリー収納袋に入れて持ち運びできます。 

※ ソフトケースに入れて使用した場合、周囲の温度より内部の温度が高くなりますので、高温の場所での使 
用はなるべく控えて下さい。 

バッテリカバー 
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 ７．センター周波数 ＜ＦＲＥＱ＞  
 
        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
７．１ ステップキー（【Ｆ１】、【Ｆ２】）による設定 

１．        を押す毎に、設定されたステップサイズでセンター周波数が下がります。 

２．        を押す毎に、設定されたステップサイズでセンター周波数が上がります。 

３．ステップサイズの設定 

                を押す毎に、下記の順に設定されます。 

          ０．１ＭＨｚ      １ＭＨｚ       １０ＭＨｚ      １００ＭＨｚ 

７．２ エンコーダによる設定  
１．     を回すと設定されたステップサイズでセンター周波数が変化します。 

２．ステップサイズの設定 

                を押す毎に、下記の順に設定されます。 

          ０．１ＭＨｚ      １ＭＨｚ       １０ＭＨｚ      １００ＭＨｚ 

７．３ テンキーによる設定 
１．        を押しテンキー入力モードにします。 

※ 【Ｆ５】が＜ＣＬＥＡＲ＞キー、【Ｆ６】が＜ＢＡＣＫ ＳＰＡＣＥ＞キーになります。 

※ 【Ｆ１】・【Ｆ２】及びエンコーダによる設定は、受け付けない状態になります。 

２．「テンキー対応図」に従って、センター周波数の直接入力が可能となります。 

３．単位キー【ＭＨｚ（ＲＳ２３２Ｃ）】、【ＧＨｚ（ＤＳＰＬ）】を入力することで決定されます。 

※ 分解能（１００ｋＨｚ）以下の桁数を設定した場合は、切捨てとなります。 

 

 

ＣＥＮＴＥＲ ＦＲＥＱ  ＫｅｙＳＴ  ＥｎｃＳＴ    ＳＥＴ   

←  →  １００Ｍ  ０．１Ｍ  ＮＵＭ  ＭＫＲ 
 

    

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

ＦＲＥＱ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ センター周波数設定範囲は０～３．３ＧＨｚ(MSA338(E/TG)) ０～８．５ＧＨｚ(MSA358)です。 

※ 設定を変更してしばらく（１～１０秒）は、センター周波数がずれることがあります。 
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ＶＢＷ  

２ ３

 

 

ＳＷＥＥＰ 

７

４．設定の変更 

           ：設定値をすべて削除して最初から入力をやり直す事ができます。 

           ：１つ前の入力（桁）を削除します。 

５．テンキーモードの解除 

           ：ステップキー（【Ｆ１】、【Ｆ２】）、エンコーダによる設定有効状態に戻ります。 

 

「テンキー対応図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７．４ マーカ位置に合わせる 

１．        を押すと、現在のマーカ位置の周波数を、センター周波数に設定します。 

※ 分解能（１００ｋＨｚ）以下の桁数は切り捨てて設定されます。 

※ マーカが表示されてない時は動作しません。（ファンクション表示も消えます。） 

Ｆ５ 

Ｆ６ 

FREQ 

ＭＥＡＳ 

ＤＳＰＬ 

 ＭＫＲ  

ＣＡＬＣ 
ＡＵＴＯ 
ＴＵＮＥ 

ＳＡＶＥ 
ＬＯＡＤ ＲＵＮ 

ＨＯＬＤ 

４ ５

０９８

 

ＲＳ２３２Ｃ 

ＲＢＷ 

ＰＲＩＮＴ 

ＳＣＡＬＥ 

１

６

． ＭＨｚ ＧＨｚ 

Ｆ６ 



 －21－ 

 ８．周波数スパン ＜ＳＰＡＮ＞  

        を押してから      で設定を行います。 

※ 周波数スパンの設定方法はエンコーダのみです。ファンクションキーは有りません。 

ＭＳＡ３３８（Ｅ/ＴＧ） 

１．     を回すと、決められたステップで周波数スパンが変化します。 

ＺＥＲＯ     ２００ｋ      ５００ｋ      １Ｍ       ２Ｍ      ５Ｍ      １０Ｍ   

２０Ｍ     ５０Ｍ      １００Ｍ     ５００Ｍ     １Ｇ       ２Ｇ     ＦＵＬＬ（３．３Ｇ）［Ｈｚ］ 

 

 ＭＳＡ３５８ 

１．     を回すと、決められたステップで周波数スパンが変化します。 

ＺＥＲＯ     ２００ｋ      ５００ｋ      １Ｍ       ２Ｍ      ５Ｍ      １０Ｍ   

２０Ｍ    ５０Ｍ    １００Ｍ    ５００Ｍ    １Ｇ    ２Ｇ    ５Ｇ    ＦＵＬＬ（８．５Ｇ）［Ｈｚ］ 

■ 周波数バンド切換え 

ＭＳＡ３５８は、次の３バンドで構成されています。 

 

バンドの切り換えは設定された中心周波数、スパンを最も少ないバンドで掃引するようにバンドを選択します。 

（スパンが２００ＭＨｚ以下では２バンドで測定することはありません。） 

バンドが重複している周波数では周波数の低いバンドが優先されます。 

注：測定バンド切換えはオート設定のみとなっています。 

 

２つのバンドの周波数の接続点は次のように固定点となっています。 

２つのバンド 周波数接続点 

ベースバンドとバンド１－ ３．４ＧＨｚ 

バンド１－とバンド１＋ ６．２ＧＨｚ 

注：周波数の接続点ではトレースが多少乱れる場合があります。正確に測定をするときは、中心周波数またはス

パンをバンドが切り換わらないように設定して下さい。 

バンド名 測定周波数範囲 

ベースバンド ５０ｋＨｚ～３．５GHz 

バンド１－ ３．３ＧＨｚ～６．３ＧＨｚ 

バンド１＋ ６．２ＧＨｚ～８．５ＧＨｚ 

ＳＰＡＮ 



 －22－ 

 ９．基準レベル ＜ＲＥＦＥＲ＞  
 
         を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 
 
９．１ 基準レベルの設定 

１．      を回すと、基準レベルが変化します。    〔詳しくは『９．３ 単位毎の基準レベル設定範囲』を参照〕 

９．２ 振幅軸の単位切換 
（ｄＢμＶ/ｍとｄＢμＡ/ｍについては『１９．４ 電界強度測定』、『１９．５ 磁界強度測定』を参照） 

１．        を押すと、ｄＢｍ単位になります。 

２．        を押すと、ｄＢμＶ単位になります。 

３．        を押すと、ｄＢｍＶ単位になります。 

４．        を押すと、ｄＢＶ単位になります。 

９．３ 単位毎の基準レベル設定範囲 
単位 ｄＢｍ ｄＢμＶ ｄＢｍＶ ｄＢＶ 

最大 １０ １１７ ５７ －３ 
最小 －４０ ６７ ７ －５３ 

画面シフトでの最小 －６０ ４７ －１３ －７３ 

【メジャリング機能で使用できる単位】 

単位 ｄＢμＶ/ｍ（電界強度測定） ｄＢμＡ/ｍ（磁界

強度測定） 
設定 Ｍ３０１ Ｍ３０２ Ｍ３０３ Ｍ３０４ Ｍ３０５ Ｍ３０６ Ｍ３０７ ＣＰ‐２Ｓ 
最大 １４３ １４６ １４８ １５０ １３７ １５９ １４１ １６０～２０３ 
最小 ９３ ９６ ９８ １００ ８７ １０９ ９１ １１０～１５３ 

画面シフトでの最小 ７３ ７６ ７８ ８０ ６７ ８９ ７１ ９０～１３３ 

※ 基準レベルが「最小」～「画面シフトでの最小」の間でのトレースは、の「最小」でのトレースを、画面上でシフト 

させて表示させています。 

※ 基準レベルを「最小」以下に設定している場合、振幅軸設定値表示エリアのＡＴＴ表示が“＊Ｓ／Ｗ ＡＭＰ”と 

表示されます。 

 

ＵＮＩＴ  ＯＦＳｄＢ  ＩＭＰ   

ｄＢｍ 
 

ｄＢμＶ  ｄＢｍＶ  ｄＢＶ  ０．０  ５０Ω 
 

    

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

ＲＥＦＥＲ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 
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計算式（ｄＢｍとの換算式） 

● Ａ[ｄＢμＶ]＝１０７＋Ｘ［ｄＢｍ］   ● Ｂ[ｄＢｍＶ]＝４７＋Ｘ[ｄＢｍ]   ● Ｃ[ｄＢＶ]＝－１３＋Ｘ[ｄＢｍ] 

● Ｄ[ｄＢμＶ/ｍ]＝６８．８/λ×√（Ｘ/Ｇａｒ）[ｄＢｍ]     λ：波長[ｍ]   Ｇａｒ：アンテナ絶対利得[倍] 

● Ｅ[ｄＢμＡ/ｍ]＝１０７＋Ｘ＋Ｆ[ｄＢｍ]     Ｆ：プローブ校正係数[ｄＢ] ※周波数により変わります。 

９．４ 基準レベルとＡＴＴ･ＡＭＰの関係（ｄＢｍ表示の場合） 

本機内部のプログラマブルアッテネータ（ＡＴＴ）と入力アンプ（ＡＭＰ）は、基準レベル（ＲＥＦＥＲ）の設定値によって

自動で設定されます。（ＡＴＴは独立した設定は行えません。） 

 
※ １ｓｔミクサの入力に適切なレベル以上の信号が加えられると、高調波ひずみやスプリアスが発生します。 

(測定周波数以外の周波数でも同様の事が起こる可能性があります。) 
本器は基準レベルにより１ｓｔミクサに適切な信号が入力されるように設計されています。 

 
 
 
 
 
 
 

ＲＥＦＥＲ 
（ｄＢｍ） 

ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ）  ＲＥＦＥＲ

（ｄＢｍ） 
ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ）  ＲＥＦＥＲ

（ｄＢｍ） 
ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ）  ＲＥＦＥＲ 

（ｄＢｍ） 
ＡＴＴ 
（ｄＢ） 

ＡＭＰ 
（ｄＢ） 

１０ ２５ ０  －３ １２ ０  －１６ ２０ ２１  －２９ ７ ２１ 

９ ２４ ０  －４ １１ ０  －１７ １９ ２１  －３０ ６ ２１ 

８ ２３ ０  －５ １０ ０  －１８ １８ ２１  －３１ ５ ２１ 

７ ２２ ０  －６ ９ ０  －１９ １７ ２１  －３２ ４ ２１ 

６ ２１ ０  －７ ８ ０  －２０ １６ ２１  －３３ ３ ２１ 

５ ２０ ０  －８ ７ ０  －２１ １５ ２１  －３４ ２ ２１ 

４ １９ ０  －９ ６ ０  －２２ １４ ２１  －３５ １ ２１ 

３ １８ ０  －１０ ５ ０  －２３ １３ ２１  －３６ ５ ２６ 

２ １７ ０  －１１ ４ ０  －２４ １２ ２１  －３７ ４ ２６ 

１ １６ ０  －１２ ３ ０  －２５ １１ ２１  －３８ ３ ２６ 

０ １５ ０  －１３ ２ ０  －２６ １０ ２１  －３９ ２ ２６ 

－１ １４ ０  －１４ １ ０  －２７ ９ ２１  －４０ １ ２６ 

－２ １３ ０  －１５ ０ ０  －２８ ８ ２１     
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９．５ 基準レベルのオフセットの設定 
１．                   で、基準レベルにオフセットが設定できます。 

外部でアンプやアッテネータを使用した場合、オフセットを付けて表示レベルを合わせる事ができます。 

設定範囲は-５０．０～５０．０ｄＢ（０．１ｄＢステップ）です。 

基準レベル表示に、設定したオフセット値が計算されて表示されます。 

※ オフセットを設定している場合、振幅軸設定値表示エリアに“ＯＦＳ”と表示されます。 

また、マーカの値にもオフセットが計算されて表示されます。 

※ ｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶ、Ｗ等のオフセットは自動的に変換されます。 

 
９．６ 入力インピーダンスの設定 

１．                   で、入力インピーダンスの設定が選択でき、基準レベルのオフセット設定が行わ 

れます。 

５０Ω      ７５Ω 

同軸アダプタ（５０Ω/７５Ωインピーダンス変換器）ＭＡ３０１を付けた状態で“７５Ω”に設定すると、基準レベル 

にオフセットを付け、７５Ω系としての測定値に変換して表示します。 

※ “７５Ω”に設定している場合、振幅軸設定値エリアに“７５Ω”と表示されます。 

“７５Ω”に設定すると、オフセットが５．７ｄＢ（ＭＡ３０１の挿入損失）に設定されます。 

さらに、オフセットを変更する事もできます。 

また、マーカ点の単位を［Ｗ、Ｖ、Ｖ/ｍ］等にしている時も、ｄＢｍ表示から正しく変換します。 

※ “７５Ω”に設定する場合、必ず同軸アダプタ（５０Ω/７５Ωインピーダンス変換器）ＭＡ３０１を 

付けて下さい。 

 

 １０．表示スケール ＜ＳＣＡＬＥ＞  

を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

ＳＣＡＬＥ  

１０ｄＢ  ２ｄＢ 

  

  

ＳＣＡＬＥ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１０．１ キーによる設定 
１．        を押すと、１０ｄＢ/ｄｉｖの表示スケールとなります。 

２．        を押すと、２ｄＢ/ｄｉｖの表示スケールとなります。 

１０．２ エンコーダによる設定 
１．     を回転させる事で１０ｄＢ/ｄｉｖと２ｄＢ/ｄｉｖの表示スケール切り換えを行います。 

１０ｄＢ     ２ｄＢ 

※ ２ｄＢ/ｄｉｖでは周波数補正により、表示レベルが一定レベルより小さくならない場合があります。 

 

 １１．分解能帯域幅 ＜ＲＢＷ＞  
を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

１１．１ マニュアルモード 
１．        を押すか、     を回す事で、マニュアルモードになり     で、設定を行います。 

MSA338(TG)： ３ｋＨｚ    １０ｋＨｚ    ３０ｋＨｚ     １００ｋＨｚ     ３００ｋＨｚ     １ＭＨｚ    ３ＭＨｚ 

MSA338E： ３ｋＨｚ     ９ｋＨｚ     ３０ｋＨｚ    １２０ｋＨｚ     ３００ｋＨｚ     １ＭＨｚ    ３ＭＨｚ 

１１．２ オートモード 
１．        を押すと、ＲＢＷがＳＰＡＮとＳＷＥＥＰの設定から最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＲＢＷ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、オート

モードに設定されていることが確認できます。 

１１．３ オールオートモード 
１．        を押すと、ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが、ＳＰＡＮの設定から最適値に設定されます。 

※ オールオートモードを設定するとＲＢＷ、ＶＢＷ、ＳＷＥＥＰの設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、

オールオートモードに設定されていることが確認できます。 

※ ３ｋＨｚ～３０ｋＨｚではＳＳＢ位相ノイズのため、選択度（６０ｄＢ幅）が実際の値より大きくなります。 

 

ＲＢＷ    

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ 
  

  
 

  

Ｆ２ 

Ｆ２ 

F３ 

ＲＢＷ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ ＭＡＮＵ、ＡＵＴＯ、ＡＬＬは現在選択されているいずれかが反転表示されます。 

Ｆ１ 

/MSA358 
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 １２．ビデオ帯域幅 ＜ＶＢＷ＞  
 
        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

１２．１ マニュアルモード 
１．        を押すか、     を回す事で、マニュアルモードになり     で、設定を行います。 

１００Ｈｚ     ３００Ｈｚ     １ｋＨｚ     ３ｋＨｚ     １０ｋＨｚ      ３０ｋＨｚ 

１００ｋＨｚ     ３００ｋＨｚ     １ＭＨｚ 

１２．２ オートモード 
１．        を押すと、ＶＢＷがＳＰＡＮとＳＷＥＥＰの設定から最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＶＢＷ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、オートモ

ードに設定されていることが確認できます。 

１２．３ オールオートモード 
１．        を押すと、ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが、ＳＰＡＮの設定から最適値に設定されます。 

※ オールオートモードを設定するとＲＢＷ、ＶＢＷ、ＳＷＥＥＰの設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、

オールオートモードに設定されていることが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＢＷ    

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ   

  
 

  

ＶＢＷ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ ＭＡＮＵ、ＡＵＴＯ、ＡＬＬは現在選択されているいずれかが反転表示されます。 
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 １３．掃引軸・検波モード ＜ＳＷＥＥＰ＞  
 
        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

１３．１ マニュアルモード 
１．        を押すか、     を回す事で、マニュアルモードになり     で、設定を行います。 

１０ｍｓ     ３０ｍｓ     ０．１ｓ      ０．３ｓ     １ｓ      ３ｓ     １０ｓ     ３０ｓ 

※ フルスパン時は１０ｍｓに設定できません。（ＭＳＡ３３８（Ｅ／ＴＧ）） 

※ スパン５Ｇ時は３０ｍｓ～３０ｓ、フルスパン時は０．１～３０ｓ（ＭＳＡ３５８） 

１３．２ オートモード 
１．        を押すと、ＳＷＥＥＰがＳＰＡＮとＲＢＷの設定から最適値に設定されます。 

※ オートモードに設定されている場合、画面のＳＷＥＥＰ設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、 

※ オートモードに設定されていることが確認できます。 

１３．３ オールオートモード 
１．        を押すと、ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが、ＳＰＡＮの設定から最適値に設定されます。 

※ オールオートモードを設定するとＲＢＷ、ＶＢＷ、ＳＷＥＥＰの設定値表示部分の右端に「＊」が表示されて、

オールオートモードに設定されていることが確認できます。 

１３．４ 検波モード設定 （MSA３３８E については『２０．EMI 測定』 を参照） 
１．        を押すと、検波モードの切り換えができます。 

   ＰｏｓＰＫ     ＳＭＰＬ      ＮｅｇＰＫ 
 
● ＰｏｓＰＫ（ポジティブピーク） ： サンプルポイントの最大値をトレースします。 

● ＳＭＰＬ（サンプル）       ： サンプルポイントの瞬時値をトレースします。 

● ＮｅｇＰＫ（ネガティブピーク） ： サンプルポイントの最小値をトレースします。 

 

ＳＷＥＥＰ  ＤＥＴ   

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ  ＰｏｓＰＫ 
 

  
 
 

  

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

ＳＷＥＥＰ 

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

※ ＭＡＮＵ、ＡＵＴＯ、ＡＬＬは現在選択されているいずれかが反転表示されます。 

Ｆ４を押した場合はＤＥＴが反転表示されます。 

※ ＭＳＡ３３８ＴＧ専用、ＴＧモード（Ｆ６）については『２２.．TG モード』参照 
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 １４．ＡＵＴＯチューニング ＜ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ＞  
 
              を押すと、入力信号の最大レベルのスペクトラムにセンター周波数を合わせ、 

ＲＢＷとＶＢＷ及びＳＷＥＥＰが、ＳＰＡＮの設定から最適値に設定されます。 

※ ＡＵＴＯチューニングを行う前にＳＰＡＮを設定して下さい。 

※ ファンクション表示は無く、押すだけで動作します。 
※ 以下の条件の時、ＡＵＴＯチューニングは正常動作しません。 

１） ゼロスパン時 
２） フルスパン時 
３） 入力信号レベルが－４０ｄＢｍ以下の時 
４） 入力信号周波数が５０ＭＨｚ以下の時 

 １５．ホールド／ラン ＜ＨＯＬＤ／ＲＵＮ＞  
 

を押す毎に、掃引停止と連続掃引を切り換えます。 

※ ファンクション表示は無く押すだけで動作します。 
 

 １６．演算機能 ＜ＣＡＬＣ＞  
 

        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
１６．１ ＮＯＲＭモード 

１．        を押します。演算を行わないモードです。掃引回数は常に無限です。 

通常はこのモードを選択してください。 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＮＯＲＭＡＬと表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

 

ＮＯＲＭ  ＭＡＸＨＤ  ＭＩＮＨＤ  ＡＶＥＲ  ＯＶＲＷＲ   

  ＊＊  ＊＊  ２５６    

  
 
 

  

ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ 

HOLD／RUN 

Ｆ１ 

ＣＡＬＣ 

※ 掃引が止まったあとは              キーを押すことで、再掃引します。 

※ Ｆ１～Ｆ５キーにて演算モードを選び、エンコーダにて掃引回数を設定します。 

ＨＯＬＤ／ＲＵＮ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１６．２ ＭＡＸ ＨＯＬＤモード 

１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、トレースデータの各点毎の最大値をトレースとして表示します。 

２      ４       ８       １６      ３２     ６４     １２８ 

２５６       ５１２     １０２４      ＊＊（無限） 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＭＡＸ ・・・（回数）と表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

１６．３ ＭＩＮ ＨＯＬＤモード 
１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、トレースデータの各点毎の最小値をトレースとして表示します。 

２      ４       ８      １６      ３２      ６４     １２８ 

２５６      ５１２      １０２４      ＊＊（無限） 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＭＩＮ ・・・（回数）と表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

１６．４ ＡＶＥＲＡＧＥモード 
１．                  で、設定を行います。 

２． 設定回数だけ掃引を行い、トレースデータの各点毎の平均値をトレースとして表示します。 

２      ４       ８      １６      ３２      ６４     １２８      ２５６ 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内にＡＶＧ ・・・（回数）と表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

１６．５ ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥモード 
１．        を押すと、トレースを重ね書きするＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥモードとなります。掃引回数は無限です。 

※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内に「ＯＶＥＲ ＷＲ」と表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

※ トレースのセーブは最後の１トレースのみです。 

１６．６ ＳＰＵＲＩＯＵＳ ＦＲＥＥモード（ＭＳＡ３５８） 
１．        を押すと、バンド１＋で特有なスプリアスを簡易的に削除する SPURIOUS FREE モードと 

なります。 

 ※ 液晶画面ＣＡＬＣエリア内の CALC の横に「SPR」と表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

※ バンド１＋で特有なスプリアスとは、バンド１＋で測定時〔詳しくは『８．周波数スパン』参照〕、MSA358 の

入力に６．７６GHz 以上の周波数の信号が入力され下記の計算式で求めることができるスペクトラムのこ

とを言います。 

       バンド１＋で特有なスプリアス[GHz] ＝（入力周波数[GHz]＋５．６４GHz）÷２ 

 

Ｆ４ 

F２ 

F３ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 
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※ SPURIOUS FREE モードについて 

１． SPURIOUS FREE モードとは、バンド１＋で特有なスプリアスを簡易的に削除するモードです。 

２． SPURIOUS FREE モードは定常波の測定に特に効果があります。 

３． レベル変動や周波数変動をする信号を測定するときに SPURIOUS FREE モードを使用すると、振幅レ

ベルが下がる現象が起ります。 

 

 ※ 手動でのバンド１＋で特有なスプリアスの識別方法 

 下記の手順によりバンド１＋で特有なスプリアスを識別することができます。 

１． SPAN = 10MHz に設定する。 

※ 基本的にその他の設定は、オート設定とする。 

２． 識別したいスペクトラムの周波数を MSA358 の中心周波数に設定する。 

３． 画面の中心に識別したいスペクトラムがあることを確認し、中心周波数を+1MHz 変化させる。 

４． この時に測定されるトレースから判断する。 

 最初に設定した周波数と同じ周波数が測定  → 測定データ 

    +1MHz 変化させたときの中心周波数+2MHz  → バンド１＋で特有なスプリアス 

例：7GHz に表示されたスペクトラムを識別する。 

１． MSA358 の設定を SPAN = 10MHz、中心周波数 = 7GHz に設定する。 

２． 7GHz の所にスペクトラムがあるのを確認する。 

３． MSA358 の設定を 中心周波数 = 7.001GHz に設定する。 

４． スペクトラムを測定し判別する。 

  ７GHz にスペクトラムがある。  → 測定データ 

    7.003GHz にスペクトラムがある。 → バンド１＋で特有なスプリアス 
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 １７．マ－カ・ピークサーチ ＜ＭＫＲ＞  
 

        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

●ＮＯＲＭモード選択時の表示 

ＮＯＲＭモードでは、マーカの移動を手動で行います。ピークサーチ機能、ＮＥＸＴピークサーチ機能が使えます。 

 

 

 

 

 
 
●ＺＯＮＥモード選択時の表示 

ＺＯＮＥモードでは、設定した範囲内の最大ピーク位置にマーカが自動で移動します。 

 

 

 

 

 
 
１７．１ マーカ移動方法 

                  で、マーカの移動を行います。 

         で、現在のマーカの位置にＤＥＬＴＡ ＲＥＦの配置を行います。 

１７．２ ピークサーチの設定 ＜ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ＞ 
●ＮＯＲＭモード（         で、ＮＯＲＭを選択して下さい。） 

で、最大ピーク位置にマーカを移動させます。 

で、最大ピーク位置を除いたピーク位置に、高い順に移動を行います。（１０点に対して移動） 

※ １０点目に移動させるかマーカを操作すると、ＮＥＸＴピークサーチ機能が停止し、ファンクション表示も消えます。 

●ＺＯＮＥモード（         で、ＺＯＮＥを選択して下さい。） 

                  で、センター位置を移動します。 

                  で、幅の変更を行います。 

 

ＭＡＲＫＥＲ  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ  ＣＯＮＶ   

ＮＯＲＭ  ＤＥＬＴＡ  ＮＯＲＭ  ＰＥＡＫ  ＮＥＸＴ  ｄＢｍ→Ｗ 
 

    

 

ＭＡＲＫＥＲ  ＰＥＡＫ ＳＥＡＲＣＨ  ＣＯＮＶ   

ＮＯＲＭ  ＤＥＬＴＡ  ＺＯＮＥ  ＣＮＴＲ  ＷＩＤＴＨ  ｄＢｍ→Ｗ 
 

    

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

F４ 

F５ 

F４ 

F５ 

Ｆ３ 

ＭＫＲ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 

Ｆ５ Ｆ６ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ 
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１７．３ マーカ点の単位の変更方法 
        を押すと、マーカ点の単位の変更を行います。 

基準レベルの単位がｄＢｍの時は［ｄＢｍ］    ［Ｗ］の単位変更を行います。 

基準レベルの単位がｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶの時は［ｄＢμＶ、ｄＢｍＶ、ｄＢＶ］    ［Ｖ］の単位変更を行います 

基準レベルの単位がｄＢμＶ/ｍの時は［ｄＢμＶ/ｍ］     ［Ｖ/ｍ］の単位変更を行ないます。 

基準レベルの単位がｄＢμＡ/ｍの時は［ｄＢμＡ/ｍ］     ［Ａ/ｍ］の単位変更を行います。 

また、設定した単位毎に、表示単位はレベルによって次の様になります 

［Ｗ］      ［Ｗ、ｍＷ、μＷ、ｎＷ、ｐＷ、ｆＷ］ 

［Ｖ］      ［Ｖ、ｍＶ、μＶ、ｎＶ］ 

［Ｖ/ｍ］      ［Ｖ/ｍ、ｍＶ/ｍ、μＶ/ｍ、ｎＶ/ｍ］ 

［Ａ/ｍ］      ［Ａ/ｍ、ｍＡ/ｍ、μＡ/ｍ、ｎＡ/ｍ］ 
 

 １８．セーブ／ロード ＜ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ＞ 
１８．１ MSA338(E/TG)使用時 
             を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

１８．１．１ トレースの格納先設定方法 
１．        を押すと、トレース格納先の番号を設定できるようになります。 

２．     で、設定を行います。 

００     ０１     ０２     ０３     ０４     ・・・     ９８     ９９ 

※ ＴＲＡＣＥを選択後は、反転表示されます。 

１８．１．２ 設定値の格納先設定方法 
１．        を押すと、設定値格納先の番号を設定できるようになります。 

２．     で、設定を行います。 

００     ０１     ０２     ０３     ０４     ・・・     ９８     ９９ 

※ ＰＡＲＡＭを選択後は、反転表示されます。 

 

ＴＲＡＣＥ  ＰＡＲＡＭ  ＥＸＥＣＵＴＥ  ＰＲＥ   

00  00  ＳＡＶＥ  ＬＯＡＤ  ＤＥＬ  ＳＥＴ 
 

  
 

  

Ｆ６ 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 
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１８．１．３ セーブ方法 
１．        を押すと、設定した番号にデータの保存を行います。 

※ ＴＲＡＣＥ選択時はトレースが、ＰＡＲＡＭ選択時には設定値が保存されます。 

※ データが保存されている格納先の番号の右端には「＊」が表示されます。 

※ 上書き保存することもできます。 

１８．１．４ ロード方法 
１．        を押すと、設定した番号のデータを読み出します。 

※ ＴＲＡＣＥ選択時はトレースが読み出されます。ロードトレースの設定値は、ロードトレース情報表示エリア

に表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

※ ＰＡＲＡＭ選択時には設定値が読み出されます。 

※ トレースをロードすると、カレントトレースが消えてＨＯＬＤ状態になり、ロードトレースを表示します。ロー

ドトレースにマーカを使用することはできますが、メジャリング機能は使用できません。ＨＯＬＤ／ＲＵＮキ

ーを押すと、ロードトレースとカレントトレースを重ねて表示します。 

※ データが保存されている格納先の番号の右端には「＊」が表示されます。 

※ ロードしたいトレース、設定値を探す時は                                     ・・・ 

を繰り返して、順番にトレースもしくは設定値をロードして探して下さい。 

１８．１．５ ロードトレースの消去 
１．        を押すと、ロードトレースを非表示にします。 

１８．１．６ プリセット方法（初期設定） 

１．        を押すと、設定値を初期設定にプリセットします。 

【初期設定】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

設定項目 設定値 

センター周波数 １ＧＨｚ 
周波数スパン ２０ＭＨｚ 
リファレンスレベル １０ｄＢｍ 
オフセット ０．０ｄＢ 
インピーダンス補正 ５０Ω 
掃引時間 ０．３ｓ 
検波モード ポジティブピークモード 
ＲＢＷ １００ｋＨｚ 
ＶＢＷ １０ｋＨｚ 
表示スケール １０ｄＢ/ｄｉｖ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 

Ｆ４ Ｆ４ 
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１８．２ MSA358 使用時 
             を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
１８．２．１ セーブ方法 

１．        を押しセーブメニューへ移行します。 

２．次に、         か          で操作する対象（トレースかパラメータ）を選択します。 

３．     で、格納先の番号を設定します。 

００     ０１     ０２     ０３     ０４     ・・・     ９８     ９９ 

      ４．        を押してセーブを実行します。 

※ ＴＲＡＣＥ選択時はトレースが、ＰＡＲＡＭ選択時には設定値が保存されます。 

※ データが保存されている格納先の番号の右端には「＊」が表示されます。 

※ 上書き保存することもできます。 

１８．２．２ ロード方法 
１．        を押しロードメニューへ移行します。 

２．次に、         か          で操作する対象（トレースかパラメータ）を選択します。 

３．     で、格納先の番号を設定します。 

００     ０１     ０２     ０３     ０４     ・・・     ９８     ９９ 

      ４．        を押してロードを実行します。 

※ ＴＲＡＣＥ選択時はトレースが読み出されます。ロードトレースの設定値は、ロードトレース情報表示エリア

に表示されます。〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

※ ＰＡＲＡＭ選択時には設定値が読み出されます。 

※ トレースをロードすると、カレントトレースが消えてＨＯＬＤ状態になり、ロードトレースを表示します。ロー

ドトレースにマーカを使用することはできますが、メジャリング機能は使用できません。ＨＯＬＤ／ＲＵＮキ

ーを押すと、ロードトレースとカレントトレースを重ねて表示します。 

※ データが保存されている格納先の番号の右端には「＊」が表示されます。 

 

 

ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ   ＤＩＳＰ  ＰＲＥ   

ＳＡＶＥ  ＬＯＡＤ  ＣＬＥＡＲ  ＣＬＥＡＲ    ＳＥＴ 
 

  
 

  

Ｆ１ 

Ｆ１ Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ２ 

Ｆ１ Ｆ２ 

Ｆ３ 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１８．２．３ クリア方法 
１．        を押しクリアメニューへ移行します。 

２．次に、         か          で操作する対象（トレースかパラメータ）を選択します。 

３．     で、クリア先の番号を設定します。 

００     ０１     ０２     ０３     ０４     ・・・     ９８     ９９ 

      ４．        を押してクリアを実行します。 

１８．２．４ ロードトレースの消去 
１．        を押すと、ロードトレースを非表示にします。 

１８．２．５ プリセット方法（初期設定） （MSA３３８E については２０．EMI 測定 を参照） 

１． を押すと、設定値を初期設定にプリセットします。 

 

【初期設定】 

 

 

 

 

設定項目 設定値 

センター周波数 １ＧＨｚ 
周波数スパン ２０ＭＨｚ 
リファレンスレベル １０ｄＢｍ 
オフセット ０．０ｄＢ 
インピーダンス補正 ５０Ω 
掃引時間 ０．３ｓ 
検波モード ポジティブピークモード 
ＲＢＷ １００ｋＨｚ 
ＶＢＷ １０ｋＨｚ 
表示スケール １０ｄＢ/ｄｉｖ 

Ｆ４ 

Ｆ６ 

Ｆ３ 

Ｆ１ Ｆ２ 

Ｆ３ 
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 １９．メジャリング機能 ＜ＭＥＡＳ＞  
 
        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

●メジャリング機能を選択します。 

Ｃｈ Ｐｏｗｅｒ ・・・・・・・ 

Ａｄｊ Ｃｈ Ｐｗ ・・・・・ 

Ｏｃｃ ＢＷ ・・・・・・・・ 

Ｅ／Ｆ ＡＮＴ ・・・・・・・ 

Ｍ／Ｆ ＰＲＯＢＥ ・・・ 

Ｆｒｅｑ ＣＯＵＮＴ ・・・・ 

 

※ 一度メジャリング機能を選択すると、次に          を押した時に、前回選択したファンクション機能の画面に 

直接切り換ります。メジャリング機能を停止したい場合、違うメジャリング機能を選択したい場合は、【Ｆ６】（ＭＥＡＳ  

ＯＦＦ）を押すと、メジャリング機能が停止し、上記の画面に切り換り、メジャリング機能を選択できるようになります。 

 

※ チャネルパワー、隣接チャンネル漏洩電力、占有周波数帯幅、周波数カウンタの各測定と、マーカは同時に使用で 

きないため、この４つのメジャリング機能を選択中に         を押すと、このメジャリング機能が停止します。 

同様に、マーカを使用中にこの４つのメジャリング機能を選択すると、マーカの機能が停止します。 

 

※ 本体の表示ドット数は横軸２５１点ですが、内部では１００４点でトレースを取りこんで測定結果（チャネルパワー測 

定、隣接チャンネル漏洩電力測定、占有周波数帯幅測定）を計算しています。 

 

 

 

Ｃｈ  Ａｄｊ  Ｏｃｃ  Ｅ／Ｆ  Ｍ／Ｆ  Ｆｒｅｑ   

Ｐｏｗｅｒ  Ｃｈ Ｐｗ  ＢＷ  ＡＮＴ  ＰＲＯＢＥ  ＣＯＵＮＴ  

  
 

  

Ｆ１ 

F２ 

F３ 

F４ 

F５ 

ＭＥＡＳ 

チャネルパワー測定 

隣接チャネル漏洩電力測定 

占有周波数帯幅測定 

電界強度測定 

磁界強度測定 

周波数カウンタ（工場オプション） 

ＭＥＡＳ 

ＭＫＲ 

F６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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１９．１ チャネルパワー測定 ＜Ｃｈ Ｐｏｗｅｒ＞  
指定された範囲内の電力値の総和を測定します。 

ＴＯＴＡＬとＢＡＮＤの２つのモードが用意されています。 

 

● ＴＯＴＡＬモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＴＯＴＡＬを選択して下さい。〕 

センター周波数と周波数スパンで設定されたゾーン（表示トレースすべて）の電力の総和を測定します。 

 

 

 

 

 

● ＢＡＮＤモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＢＡＮＤを選択して下さい。〕 

ゾーンセンター周波数とゾーン幅で設定されたゾーンの電力の総和を測定します。 

 

 

 

 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＣＰ ＴＯＴＡＬ」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＣＰ ＢＡＮＤ」と表示されます。
 

※ 測定結果と設定値が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ＢＡＮＤ ＣＮＴＲ）         でゾーンセンター 

周波数を設定します。 

２．        （ＢＡＮＤ ＷＩＤＴＨ）         でゾーン幅を設定 

します。 

 

 

 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

[チャネルパワー測定モード] [測定結果]
 

[チャネルパワー測定モード] [測定結果]
 

[設定値]
 

Ｆ１ 
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１９．２ 隣接チャネル漏洩電力測定 ＜Ａｄｊ Ｃｈ Ｐｗ＞  
基準周波数（基準搬送波周波数）に対してのオフセット周波数と帯域幅で設定された範囲内の電力と搬送波電力の比と

して隣接チャネル漏洩電力を測定します。隣接波は同一オフセット周波数の上側と下側の２チャネルを測定します。 

また搬送波の定義の分類により TOTAL（トータルパワー法）とＢＡＮＤ（帯域内法）とＰＥＡＫ（基準レベル法）の３種から

選択することができます。 
 

● モード選択と測定 〔          （ＭＯＤＥ）でＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ／ＰＥＡＫのいずれかのモードを選択し 

て下さい。〕 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ「ＡＣＰ ＴＯＴ」、「ＡＣＰ ＢＡＮＤ」、「ＡＣＰ ＰＫ」と表示されます。 
※ 測定結果と設定値が画面右下に表示されます。 

 

  

 

 

 

 

● モード毎の基準搬送波の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＴＡＬ（トータルパワー法） 

 

 

 

 

 

画面内全体の電力の総和を基準にしま

す。基準搬送波の中心周波数は【Ｆ４】で

設定します。 

Ｆ１ 

  

１．        （Ａｄｊ Ｃｈ ＯＦＳ）         で隣接チャネルの

オフセット周波数を設定します。 

※ オフセットは基準搬送波の中心周波数からのオフセットと 

なります。 

２．        （Ａｄｊ Ｃｈ ＷＩＤＴＨ）         で隣接チャネル

の帯域幅を設定します。 

３．        （ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＣＮＴＲ）         で基準搬

送波の中心周波数を設定します。 

※ 【Ｆ４】はＴＯＴＡＬ及びＢＡＮＤモードのみです。 

４．        （ＲＥＦＥＲＮＥＣＥ ＷＩＤＴＨ）         で基準

搬送波の帯域幅を設定します。 

※ 【Ｆ５】はＢＡＮＤモードのみです。 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

ＢＡＮＤ（帯域内法） 

 

 

 

 

 

設定したバンド幅内の電力の総和を基準

にします。基準搬送波の中心周波数は 

【Ｆ４】で設定します。 

ＰＥＡＫ（基準レベル法） 

 

 

 

 

 

画面内のピークの電力値を基準にしま

す。基準搬送波の中心周波数は、画面内

のピークに自動的に設定します。 

[測定結果] 
 

[設定値]
 

[隣接チャネル漏洩電力測定モード]
 

Ｆ２ 
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１９．３ 占有周波数帯幅測定 ＜Ｏｃｃ ＢＷ＞  
全電力のＮ［％］の点の帯域幅（Ｎ％ ＰＯＷＥＲ）またはピークレベルからＸ［ｄＢ］下がった点の帯域幅（ＸｄＢ ＤＯＷＮ）

を測定する 2 つのモードが用意されています。 

 

● Ｎ％ ＰＯＷＥＲモード 〔          （ＭＯＤＥ）でＮ％を選択して下さい。〕 

画面に表示された全電力のＮ［％］の帯域幅を測定します。 

 

 

 

 

 

● ＸｄＢ ＤＯＷＮモード 〔         （ＭＯＤＥ）でＸｄＢを選択して下さい。〕 

ピークレベルからＸ［ｄＢ］下がった点の帯域幅を測定します。 

 

 

 

 

 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＯＢＷ Ｎ％」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ＲＡＴＩＯ）         で全電力に対してのパー

セントを設定します。 

※ 設定範囲： ８０．０～９９．９％ 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアに「ＯＢＷ ＸｄＢ」と表示されます。
 

※ 測定結果が画面右下に表示されます。 

 

１．        （ｄＢ）          でピークレベルからのダウン 

レベルを設定します。 

※ 設定範囲： ０．１～８０．０ｄＢ 

 

 

Ｆ１ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ２ 

[測定結果]
 

[占有周波数帯幅測定モード]
 

[測定結果]
 

[占有周波数帯幅測定モード]
 

[設定値]
 

[設定値]
 

Ｆ３ 
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１９．４ 電界強度測定 ＜Ｅ／Ｆ ＡＮＴ＞  
オプションのアンテナを接続することにより電界強度測定を行います。 

オプション以外のアンテナもユーザで作るオリジナル校正テーブルを作成することにより、使用できます。 

オリジナル校正テーブルの作成方法、書き込み方法については、『２５．５ オリジナル校正テーブルの書き込み』を参

照してください。 

     

【アンテナ仕様（アンテナ利得とＶＳＷＲは周波数範囲の中心にて）】 

※ Ｍ３０５，３０７は１/４λホイップアンテナのため、本機の持ち方や持つ人で測定値がバラつきます。そのため、 

アンテナＭ３０５，３０７を使用しての測定では、数ｄＢから最悪１０ｄＢ前後の測定誤差が発生します。 

出来るだけ人間の影響が少ないように、体から離して使用してください。 

項目 Ｍ３０１ Ｍ３０２ Ｍ３０３ Ｍ３０４ Ｍ３０５ Ｍ３０６ Ｍ３０７ 

形式 スリーブ スリーブ スリーブ スリーブ １/４λホイップ スリーブ １/４λホイップ 

周波数範囲 
０．８０～１．００

ＧＨｚ 
１．２５～１．６５

ＧＨｚ 
１．７０～２．２０

ＧＨｚ 
２．２５～２．６５

ＧＨｚ 
３００～５００ 

ＭＨｚ 
４．７～６．２  

ＧＨｚ 
４７０～７７０  

ＭＨｚ 

アンテナ利得 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 ＋１ｄＢｉ以上 

ＶＳＷＲ １．５以下 １．５以下 １．５以下 １．５以下 １．５以下 １．５以下 １．５以下 

大きさ 
７．５φ×２５０

ｍｍ 
７．５φ×２５０

ｍｍ 
７．５φ×１８０

ｍｍ 
７．５φ×１８０

ｍｍ 
８．０φ×１９５

ｍｍ 
７．５φ×１２０ 

ｍｍ 
８．０φ×１２３ 

ｍｍ 

重さ 約２０ｇ 約２０ｇ 約１５ｇ 約１５ｇ 約３０ｇ 約１０ｇ 約２０ｇ 

基準レベル設定範

囲（画面シフトでの

最小値を除く） 

９３～１４３ 

ｄＢμＶ/ｍ 

９６～１４６ 

ｄBμＶ/ｍ 

９８～１４８ 

ｄＢμV/ｍ 

１００～１５０ 

ｄＢμＶ/ｍ 

８７～１３７ 

ｄＢμＶ/ｍ 

１０９～１５９ 

ｄＢμＶ/ｍ 

９１～１４１ 

ｄBμＶ/ｍ 

アンテナ 
Ｍ３０１ 
Ｍ３０２ 
Ｍ３０３ 
Ｍ３０４ 
Ｍ３０５ 
Ｍ３０６ 
Ｍ３０７ 
 本機 

「アンテナ接続図」 「測定環境図」 

※ 本機の背面側を受信方向にしてください。 

Ｆ４ 
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● モード選択と測定 

 （ＡＮＴ）でＭ３０１／Ｍ３０２／Ｍ３０３／Ｍ３０４／Ｍ３０５／Ｍ３０６／Ｍ３０７／ＵＳＥＲいずれかのアンテ

ナを選択して下さい。アンテナを選択するのと同時に測定を行います。 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０１」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０２」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０３」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０ 

４」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０５」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０６」、「Ｅ／Ｆ Ｍ３０７」、「Ｅ／Ｆ ＵＳＥＲ」と表示されます。 

※ “ＵＳＥＲ”は、ユーザで作成するオリジナル校正テーブルです。 

〔詳しくは『２５．５ オリジナル校正テーブルの書き込み』参照〕 

※ アンテナ利得補正によっては、トレースが画面からオーバーしている形になる場合があります。 

 

 

 

● アンテナ指向性（参考データ） 

  
※ 全てのデータは回りに障害物が無い状態で、ＲＦ入力にアンテナを取り付けた時のデータですので、実際は 

人間が持つこと等によって指向性は変化します。 

※ 但し、Ｍ３０５，３０７のデータは、Ｍ３０５，３０７を本機に付けて、人が持った場合の参考データです。 

振幅軸の単位が［ｄＢμＶ/ｍ］に切り換ります 

※ センター周波数と周波数スパンは、アンテナに応じて自動 

で設定されます。又、アンテナの対応周波数外はトレース 

が表示されません。 

例） Ｍ３０１の場合 

センター周波数：９００ＭＨｚ 

周波数スパン：２００ＭＨｚ 

 

 

Ｆ１ 

０度 

９０度 ２７０度 

１８０度 

[電界強度測定モード]
 

[測定結果]
 

X 

Y 

Ｅ面：Ｘ－Ｙ方向（Ｘ方向０度） 
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Ｍ３０１（９００MHz、Ｅ面）            アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ３０２（１．５ＧＨｚ、Ｅ面）            アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ３０３（２ＧHz、Ｅ面）              アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ３０４（２．４ＧHz、Ｅ面）            アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ３０５（水平面）                    アンテナゲイン-周波数特性 
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Ｍ３０６（５．４ＧHz、Ｅ面）               アンテナゲイン-周波数特性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｍ３０７（水平面）                    アンテナゲイン-周波数特性 
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１９．５ 磁界強度測定 ＜Ｍ／Ｆ ＰＲＯＢＥ＞  
オプションの磁界プローブＣＰ‐２Ｓを使って磁界強度測定を行います。 

 

 

【磁界プローブ ＣＰ‐２Ｓ 仕様】 

 

  

 

 

 

 

 

 〔詳しくはＣＰ‐２Ｓの取扱説明書を参照〕 

 

 

 

 

特性 規格 
周波数範囲 １０ＭＨｚ～３ＧＨｚ 

空間分解能（－６ｄＢ） 約０．２５ｍｍ 
（測定対照に依存） 

大きさ 外形：１２φ×１３５ｍｍ 
検出部：２ｍｍ幅、１ｍｍ厚 

コネクタ ＳＭＡ（Ｐ） 
基準レベル最大設定範囲 １６０～２０３ｄＢμＡ/ｍ 
基準レベル最小設定範囲 

（画面シフトでの最小値を除く） １１０～１５３ｄＢμＡ/ｍ 

測定誤差 約±１ｄＢ（プローブ単体） 

「磁界プローブ接続図」 

オプションの磁界プローブ ＣＰ‐２Ｓの先端は 

ガラスセラミック基板でできております。 

通常の使用下において、ガラスセラミック基板の

強度は充分に確保しておりますが、取扱には注

意して下さい。 

Ｆ５ 
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● モード選択と測定 

           （ＰＲＯＢＥ）でＣＰ‐２ＳもしくはＵＳＥＲいずれかのプローブを選択して下さい。プローブを選択するのと 

同時に測定を行います。 

※ 液晶画面のＭＥＡＳエリアにそれぞれ「Ｍ／Ｆ ＣＰ２Ｓ」、「Ｍ／Ｆ ＵＳＥＲ」と表示されます。 
※ “ＵＳＥＲ”は、 ユーザで作成するオリジナル校正テーブルです。 

〔詳しくは『２５．５ オリジナル校正テーブルの書き込み』参照〕 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ１ 

振幅軸の単位が[ｄＢμＡ/ｍ]に切り換ります。 

※ プローブの対応周波数外のトレースは表示されません。 

[磁界強度測定モード]
 

[測定結果]
 



 －47－ 

１９．６ 周波数カウンタ ＜Ｆｒｅｑ ＣＯＵＮＴ＞（工場オプション）  
画面センターに表示されているスペクトラムの周波数を精度良く測定します。 

おおまかな周波数をセンター周波数に設定し、画面のセンターのレベルが画面上で出来る限り高くなるよう、センター 

周波数と基準レベルを設定して下さい。 

 

【周波数カウンタ仕様】 

 

 

 

 

 

 

※ 掃引時間の設定範囲は０．１ｓ以上となっています。 

※ フルスパンには対応しておりません。 

 

● 測定 

 

 

項目 仕様 
測定周波数範囲 1MHz～3.3GHz（MSA338）/1MHz～8.5GHz（MSA358） 

測定レベル ＋１０～－７０ｄＢｍ（ＣＦ：１ＭＨｚ～２ＧＨｚ、ＲＢＷ：１００ｋＨｚ） 
＋１０～－６０ｄＢｍ（ＣＦ：２ＧＨｚ～８．５ＧＨｚ、ＲＢＷ：１００ｋＨｚ） 

測定分解能 １００Ｈｚ 
表示桁数 最大８桁 
基準水晶 確度：±２ｐｐｍ（２３℃）、温度特性：±５ｐｐｍ（０～４０℃） 

Ｆ６ 

[周波数カウンタモード]
 

[測定結果]
 

１．         を押すと、周波数カウンタモードに入ります。 

※ 画面のＭＥＡＳエリアに「Ｆ ＣＯＵＮＴ」と表示されます。 

画面センターのスペクトラムの周波数を測定しますので、 

測定したい周波数のスペクトラムを、画面のセンターになる 

よう、おおまかに設定してください。すると、画面のセンター 

付近のピークのスペクトラムの周波数を精度良く測定し、 

測定結果を画面の右下に表示します。 

※ スペクトラムのレベルが小さかったりして、測定できない 

場合は、“Ｎｏｎ Ｓｉｇｎａｌ”と表示します。 

※ 周波数カウンタは工場オプションですので、機能が実装 

されていない場合、“Ｉｎｖａｌｉｄ  ｆｏｒ Ｆ／Ｃ”と表示され

ます。 

 

Ｆ６ 
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 ２０．ＥＭＩ測定（ＭＳＡ３３８Ｅのみ）  
 

２０．１ ＥＭＩ測定のための追加機能  
● 掃引時の検波モード （１３．掃引軸・検波モード 参照） 

          に続けて         を押すと、検波モードの切り換えができます。 

   ＰｏｓＰＫ     ＳＭＰＬ      ＮｅｇＰＫ     ＱＰ     AV 

 
MSA３３８E では、EMI 測定のために QP 検波と AV 検波が追加されています。 

・ ＰｏｓＰＫ（ポジティブピーク） ： サンプルポイントの最大値をトレースします。 

・ ＳＭＰＬ（サンプル）       ： サンプルポイントの瞬時値をトレースします。 

・ ＮｅｇＰＫ（ネガティブピーク） ： サンプルポイントの最小値をトレースします。 

・ ＱＰ（Quasi ピーク）       ： サンプルポイントの準尖頭値をトレースします。 

・ ＡＶ（アベレージ）        ： サンプルポイントの平均値をトレースします。 

ＱＰ検波はＲＢＷの設定より下記の特性が選ばれます。（CISPR16 準拠） 

ＲＢＷ 充電時定数 放電時定数 機械的時定数 

９kHz １ｍｓ １６０ｍｓ １６０ｍｓ 

１２０kHz １ｍｓ ５５０ｍｓ １００ｍｓ 

 

● セーブ/ロードのプリセット（初期設定） （１８.セーブ/ロード 参照） 

  MSA338E では、プリセットに放射ノイズ測定、伝導ノイズ測定のデフォルトの設定が追加されています。 

               に続けて         【PRE-SET】を押すと、メニューが表示されます。 

  
NORM ・・・・・・ 通常の初期値に設定します。 

EMI-C ・・・・・・ 伝導ノイズ測定の初期値に設定します。 

EMI-R ・・・・・・ 放射ノイズ測定の初期値に設定します。 

放射ノイズ測定では、アンテナとして【USER】が選択されます。 

あらかじめご使用のアンテナ校正データを入力しておく必要があります。 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ 

ＳＷＥＥＰ 

Ｆ１ 

F２ 

F３ 

Ｆ４ 
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２０．２ ＥＭＩ測定  
妨害波許容値は、ＱＰ（準尖頭値）、又はＡＶ（平均値）にて規格化されています。 

ＱＰ検波、ＡＶ検波の測定は時間が掛かりますので、通常、全帯域をピーク（尖頭値）検波で測定し、 

準尖頭値許容値、又は平均値許容値を超えた周波数に対し、ＱＰ検波、又はＡＶ検波を行います。 

 

● 電源ポート伝導ノイズ測定 

供試装置から配電線に漏洩する伝導ノイズ電圧を測定します。 

ＬＩＳＮ（疑似電源回路網）装置*が必要になります。下図のような接続になります。 

接続の詳細、注意事項はＬＩＳＮの取扱説明書をご参照願います。 

また MSA338E（本器）の電源の接続（17 ページ参照）をもう一度お確かめください。 

 

                                      * 弊社製 LISN の用意もございます（MPW201） 

１．接続が完了しましたら本機の電源を ON します。 

２．             →         →        で伝導ノイズ測定用初期設定を行います。 

設定は以下のようになります。 

センター周波数：15MHz 

周波数スパン ：50MHz 

RBW       ：9kHz 

VBW       ：1MHz 

掃引時間    ：3sec 

検波モード   ：ポジティブピークモード 

３．供試装置に電源を供給し、測定をおこない、正しく接続・動作しているかを確認します。 

４．             →        でＭＡＸホールドの回数を設定します。 

  回数はノイズ周期にもよりますがパルス状ノイズを取りこぼさないような設定にします。（ex.256 回） 

５．本機のマーカ機能を使い、許容値を超えている周波数を探します。 

６．５で許容値を超えている周波数近傍をセンター周波数に設定し、SPAN＝2MHz、Sweep＝0.1s 程度で詳細

にノイズ候補周波数を調べます。 

７．６で挙がったノイズ候補周波数に対し、SPAN＝200kHz、Sweep＝10s で、QP または AV 検波を行います。 

電源 供試装置（ＥＵＴ） 

MSA３３８E 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ Ｆ２ 

ＣＡＬＣ Ｆ２ 

LISN * 



 －50－ 

●放射ノイズ測定 

供試装置から漏洩する放射ノイズ電界強度を測定します。 

 

 

 

１．アンテナの校正データが未設定の場合、事前に校正データの設定を行ってください。 

  設定方法は取扱説明書“２４．５ オリジナル校正データの書込み”を参照してください。 

２．接続が完了しましたら本機の電源を ON します。 

３．             →         →        で放射ノイズ測定用初期設定を行います。 

  設定は以下のようになります。 

センター周波数：515MHz 

周波数スパン ：1GHz 

RBW       ：120kHz 

VBW       ：1MHz 

掃引時間    ：0.3sec 

検波モード   ：ポジティブピークモード 

４．供試装置を動作させ、測定をおこない、正しく接続・動作しているかを確認します。 

５．             →        で MAX ホールドの回数を設定します。 

  回数はノイズ周期にもよりますがパルス状ノイズを取りこぼさないような設定にします。（ex.256 回） 

６．本機のマーカ機能を使い、許容値を超えている周波数を探します。 

７．５で許容値を超えている周波数近傍をセンター周波数に設定し、SPAN＝50MHz、Sweep＝30ms 程度で詳

細にノイズ候補周波数を調べます。 

８．６で挙がったノイズ候補周波数に対し、SPAN＝1MHz、Sweep＝30s で QP 検波を行います。 

MSA３３８E 

供試装置（ＥＵＴ） ｱﾝﾃﾅ 
 

ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ Ｆ６ Ｆ３ 

ＣＡＬＣ Ｆ２ 
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参考 

   ＥＭＩ主要規格                                                      (2005年6月現在) 

 周波数 準尖頭値 平均値  

CISPR22 class A 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 30MHz 

79dBuV 

73dBuV    

66dBuV 

60dBuV 

 

 

CISPR22 class B 

電源ポート伝導妨害波電圧 

 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 5MHz 

5MHz ～ 30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し直線的に減少 

 

CISPR22 class A 

放射妨害波 

 30MHz ～ 230MHz 

230MHz ～ 1000MHz 

40dBuV/m 

47dBuV/m 

 --- 

 --- 

測定距離 10 m 

 

CISPR22 class B 

放射妨害波 

 30MHz ～ 230MHz 

230MHz ～ 1000MHz 

30dBuV/m 

37dBuV/m 

 --- 

 --- 

測定距離 10 m 

VCCI class A 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 30MHz 

79dBuV 

73dBuV    

66dBuV 

60dBuV 

 

 

VCCI class B 

電源ポート伝導妨害波電圧 

 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 5MHz 

5MHz ～ 30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し直線的に減少 

 

VCCI class A 

妨害波電界強度 

 30MHz ～ 230MHz 

230MHz ～ 1000MHz 

40dBuV/m 

47dBuV/m 

 --- 

 --- 

測定距離 10 m 

 

VCCI class B 

妨害波電界強度 

 30MHz ～ 230MHz 

230MHz ～ 1000MHz 

30dBuV/m 

37dBuV/m 

 --- 

 --- 

測定距離 10 m 

FCC part15 subpartB class B 

電源ポート伝導妨害波電圧 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 30MHz 

79dBuV 

73dBuV    

66dBuV 

60dBuV 

 

 

FCC part15 subpartB class A 

電源ポート伝導妨害波電圧 

 

0.15MHz ～ 0.50MHz 

0.50MHz ～ 5MHz 

5MHz ～ 30MHz 

66～56dBuV 

56dBuV 

60dBuV 

56～46dBuV 

46dBuV 

50dBuV 

周波数の対数値に対し直線的に減少 

 

FCC part15 subpartB class B 

放射妨害波 

 30MHz ～  88MHz 

 88MHz ～ 216MHz 

216MHz ～ 960MHz 

960MHz ～  

40dBuV/m 

43.5dBuV/m 

46dBuV/m 

54dBuV/m 

 --- 

 --- 

 --- 

 --- 

測定距離 3 m 

 

FCC part15 subpartB class A 

放射妨害波 

  30MHz ～  88MHz 

 88MHz ～ 216MHz 

216MHz ～ 960MHz 

960MHz ～  

39dBuV/m 

43.5dBuV/m 

46.4dBuV/m 

49.5dBuV/m 

 --- 

 --- 

 --- 

 --- 

測定距離 10 m 

 

   （注意）本表は参考資料です。記載内容の誤りによる如何なる損害も弊社はその責を負いません。 
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 ２１．画面コントロール ＜ＤＳＰＬ＞  

 

        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

２１．１ コントラスト調整 （注） 

                で、設定を行います。 

（注：部品変更のためコントラスト調整が必要ない場合があります。 

その場合はこのメニュー       は表示されません。） 

 

２１．２ ＬＣＤバックライトＯＮ／ＯＦＦ制御 

を押す毎に、ＬＣＤバックライトのＯＮ／ＯＦＦが切り換ります。 

 

２１．３ ＬＣＤバックライト輝度調整 

                で、設定を行います。 

 

２１．４ 表示のインバート 

        を押すと、画面表示が白黒反転します。もう一度押すと元に戻ります。 

 

２１．５ ブザーＯＮ／ＯＦＦ制御 

を押すと、キーやエンコーダを操作した時のブザー音が鳴らないように設定できます。 

もう一度押すと元に戻ります。 

※ バッテリ動作時に、バッテリの電圧が低くなると画面に“Ｌｏｗ Ｂａｔｔ”と表示され、ブザーが鳴ります。 

（ブザーが鳴らないように設定されていても、鳴ります） 

 
 ＣＴＲＳ  Ｂ．Ｌ．  ＢＬＣＴＲ  ＩＮＶＴ  ＢＵＺＺＲ  

１４０  ＯＮ  ２００  ＯＦＦ  ＯＮ  

  
 

  

Ｆ２ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

ＤＳＰＬ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

Ｆ１ 
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 ２２．ＴＧモード（ＭＳＡ３３８ＴＧのみ） 
 
２２．１ ＴＧ機能専用仕様 
 

項 目 規 格 

周波数範囲 ５ＭＨｚ～３．３ＧＨｚ 

出力レベル範囲 －１０ｄＢｍ±１ｄＢ@１ＧＨｚ 

出力平坦度 ±１．５ｄＢ 

出力インピーダンス ５０Ω 

出力ＶＳＷＲ ２．０以下 

出力コネクタ ＳＭＡ（Ｊ）コネクタ 

 
２２．２ 入出力端子配置図 
 

 
 

１） 入力コネクタ 

ＳＭＡ（Ｊ）コネクタ。 スペクトラムアナライザの入力端子です。 

２） 出力コネクタ 

   ＳＭＡ（Ｊ）コネクタ。 ＴＧ信号の出力端子です。 

 
※ TG 機能を使用しない時は、TG 信号のリークの影響を防ぐ為に TG は「OFF」にして下さい。 

 

１ ２ 
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２２．３ ＴＧ ＯＮ／ＯＦＦ制御 
 
        を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

 

 

 

 

 

 

１． を押す。 ＴＧ ＭＯＤＥに切り換わります。 

 

 

 

 

 

 

２． を押す。 ＴＧ のＯＮ／ＯＦＦが切り換わります。 

        画面上に ＯＮの時は“ＴＧ ：ＯＮ”、ＯＦＦの時は“ＴＧ ：ＯＦＦ”と表示されます。 

 

２２．４ ノーマライズ機能 
      ノーマライズＯＮ：入力信号の波形を画面上、点線の位置で平坦になる様に補正します。 

１． を押し、前項と同様のファンクション画面に切り換えます。 

２． を押す。ＴＧ ＭＯＤＥに切り換わります。 

３． を押すとノーマライズ機能のＯＮ／ＯＦＦが出来ます。 

     ノーマライズがＯＮの時は画面上に“ＮＯＲＭ ：ＯＮ”と表示されます。 

 
※ 以下の設定変更をするとノーマライズ機能は自動的にＯＦＦになります。 

・ SPAN を広げる。 ・センター周波数をノーマライズした時の画面範囲を超えて設定する。 
   （センター周波数の設定によっては、FULL SPAN から SPAN を変更した時も OFF になります） 
・ メジャーリング機能の磁界強度測定／周波数カウンタ（工場オプション）を選択する。 
・ AUTO チューニングを行う。 ・電源をＯＦＦにする。 ・プリセットを行う。 

※ SCALE が２ｄB の時、波形を画面上の適正な位置に表示していないとノーマライズ出来ない時があります。 

 

ＳＷＥＥＰ  ＤＥＴ  Ｔ．Ｇ．   

ＭＡＮＵ  ＡＵＴＯ  ＡＬＬ  ＰｏｓＰＫ 
 

ＭＯＤＥ 
 

  
 
 

  

 
 

 Ｔ．Ｇ． 
 

 
 

ＮＯＲＭ 
 
 

 

ＯＮ  ＯＮ 
 
 

  
 
 

  

ＳＷＥＥＰ 

ＳＷＥＥＰ 

Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 

Ｆ１ 

Ｆ６ 

Ｆ２ 
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 ２３．プリント ＜ＰＲＩＮＴ＞ （オプション）  
 

オプションのプリンタを使用する時はＲＳ‐２３２ＣケーブルＭＩ１８０（オプション）を下図のように接続します。 

 

 

２３．１ 画面のハードコピー 
本機にプリンタ（オプション）を接続した状態で         を押すとＨＯＬＤ状態となり印刷を始めます。印刷終了

後はＨＯＬＤ状態のままとなります。印刷中にもう一度         を押すと印刷を停止します。プリンタはＡＣア

ダプタと乾電池の２電源方式ですので、ＡＣ電源の無い屋外でも測定データを簡単にハードコピーできます。乾電

池動作での使用時間はおおよそ３０分（連続使用時）、８０枚程度の画面のハードコピーが可能です。 

プリンタ 

ＭＩ１８０ 

ＰＲＩＮＴ 

（オス側） 

（メス側） 

ＰＲＩＮＴ 
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 ２４．データ出力 ＜ＲＳ２３２Ｃ＞  
 
     を押し以下のファンクション画面に切り換えます。 

    

 

 

 

 

 

※ 接続方法とＲＳ‐２３２Ｃの仕様は『２５．ＲＳ‐２３２Ｃ』を参照して下さい。 

 
２４．１ 転送トレースの選択 

        を押し、転送するトレースを     にて選択します。 

ＣＵＲＲ     ００      ０１     ０２      ０３     ・・・     ９８     ９９ 

※ “ＳＡＶＥ／ＬＯＡＤ”と同じように、保存されている番号には「＊」が付きます。 

※ “ＣＵＲＲ”を選択すると、現在の画面に表示されているトレースを転送します。 

２４．２ 通信速度（ボーレート）の選択 
        を押し、通信速度（ボーレート）を     にて設定します。 

２４００      ４８００      ９６００     １９２００     ３８４００ 

２４．３ データ転送 
        を押すと、データ転送を開始します。 

データはアスキーコードの文字列として送信します。 

 

 

 
 
 
 
 

 

ＴＲＡＣＥ  ＢＡＵＤ         

ＣＵＲＲ  ３８４００  EXEC       

  
 
 

 

  

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

ＲＳ２３２Ｃ 

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ 
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●データ内容 

文字列 説明 例 

ＰＡＲＡＭ 次の行からのデータが設定値であることを意味します。 ＰＡＲＡＭ 

ＣＦ ＊＊ センター周波数 ＣＦ ２．５１４０Ｇ 

ＳＰ ＊＊ 周波数スパン ＳＰ ２０Ｍ 

ＲＦ ＊＊ 基準レベル ＲＦ １０ｄＢｍ 

ＳＴ ＊＊ ♯♯ 掃引時間と検波モード ＳＴ ３０ｍｓ ＳＭＰ 

ＲＢ ＊＊ 分解能帯域幅 ＲＢ ３００ｋ 

ＶＢ ＊＊ ビデオ帯域幅 ＶＢ １Ｍ 

ＳＣ ＊＊ 表示スケール        （＊＊＝１０ｄＢ/ｄ／２ｄＢ/ｄ） ＳＣ １０ｄＢ/ｄ 

ＴＲＡＣＥ 次の行からのデータがトレースデータである事を意味します。 ＴＲＡＣＥ 

＊＊，＊＊，・・・                                     トレースデータです。１６進２桁の文字が「，」で区切られ１０個で

一行、全部で２６行（２５１個）のデータです。トレース１００１デー

タ転送の場合は全部で１０１行（１００１個）になります。 

２４，２０，１ｆ，１ｆ，・・・， 

・・・， 

２３， 

 ※ 改行文字として「ＣＲ（０Ｄ［ＨＥＸ］）＋ＬＦ（０Ａ［ＨＥＸ］）」が付きます。 
① センター周波数 
ＭＳＡ338(E/TG): ＣＦ ＊＊ ［＊＊＝０.０Ｍ/０．１Ｍ～９９９．９Ｍ（０．１ステップ）/０．０００１Ｇ～３．３Ｇ（０．０００１ステップ）］  

ＭＳＡ358:   ＣＦ ＊＊ ［＊＊＝０.０Ｍ/０．１Ｍ～９９９．９Ｍ（０．１ステップ）/０．０００１Ｇ～８．５Ｇ（０．０００１ステップ）］ 
 
② 周波数スパン 
ＭＳＡ338（E/TG）: ＳＰ ＊＊ ［＊＊＝ＺＥＲＯ/２００ｋ/５００ｋ/１Ｍ/２Ｍ/５Ｍ/１０Ｍ/２０Ｍ/ 

５０Ｍ/１００Ｍ/２００Ｍ/５００Ｍ/１Ｇ/２Ｇ/ＦＵＬＬ］ 

ＭＳＡ358:      ＳＰ ＊＊ ［＊＊＝ＺＥＲＯ/２００ｋ/５００ｋ/１Ｍ/２Ｍ/５Ｍ/１０Ｍ/２０Ｍ/ 

５０Ｍ/１００Ｍ/２００Ｍ/５００Ｍ/１Ｇ/２Ｇ/５Ｇ/ＦＵＬＬ］ 
③ 基準レベル 

 ＲＦ ＊＊ ［＊＊＝－６０～１０ｄＢｍ/４７～１１７ｄＢμＶ/－１３～５７ｄＢｍＶ/－７３～－３ｄＢＶ 
７２～１４９ｄＢμＶ/ｍ/８９～２０３ｄＢμＡ/ｍ（全て１ステップ）］ 

④ 掃引時間と検波モード 
 ＳＴ ＊＊ ♯♯ ［＊＊＝１０ｍｓ/３０ｍｓ/０．１ｓ/０．３ｓ/１ｓ/３ｓ/１０ｓ/３０ｓ］ 

 
⑤ 分解能帯域幅 
MSA338(TG)/358: RB ＊＊ ［＊＊＝３ｋ/１０ｋ/３０ｋ/１００ｋ/３００ｋ/１Ｍ/３Ｍ］ 

MSA338E:      RB ＊＊ ［＊＊＝３ｋ/９ｋ/３０ｋ/１２０ｋ/３００ｋ/１Ｍ/３Ｍ］ 
 
⑥ ビデオ帯域幅 

 ＶＢ ＊＊ ［＊＊＝１００/３００/１ｋ/３ｋ/１０ｋ/３０ｋ/１００ｋ/３００ｋ/１Ｍ］ 

 

 

①参照 

②参照 

③参照 

④参照 

⑤参照 

⑥参照 

 

［♯♯＝ＰＯＳ／ＮＥＧ／ＳＭＰ］ 
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 ２５．ＲＳ‐２３２Ｃインタフェース  
 
２５．１ ＲＳ‐２３２Ｃの仕様 

・ボーレート 

・データビット長 

・ストップビット 

・パリティチェック 

 
２５．２ 接続方法 

ＲＳ‐２３２Ｃインタフェースを使用するときは、ＲＳ‐２３２ＣケーブルＭＩ１８０（オプション）を下図のように接続しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＩ１８０ 

ＣＯＭ ＰＯＲＴ（Ｄｓｕｂ ９ｐｉｎ オス） 

※ ＣＯＭ ＰＯＲＴがＤｓｕｂ ２５ｐｉｎ オスの 

場合は変換コネクタを使用して下さい。 

（オス側） 
（メス側） 

※ ＲＳ‐２３２ＣケーブルＭＩ１８０仕様・・・ ケーブル長：約１．５ｍ 

コネクタ：Ｄｓｕｂ ９ｐｉｎ オス／Ｄｓｕｂ ９ｐｉｎ メス 

配線：ストレート 

※ ボーレート変更は、『２３．データ出力』を参照して下さい。 

：２４００／４８００／９６００／１９２００／３８４００ｂｐｓ 

：８ビット 

：１ビット 

：なし 
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２５．３ コマンド説明 
※ コマンドの未尾には全て｢ＣＲ（０Ｄ［ＨＥＸ］）＋ＬＦ（０Ａ［HEX］）｣が付きます。ＰＣからコマンドを送信すると、ＭＳＡ 

３３８(E/TG)/ＭＳＡ３５８はレスポンスを返します。レスポンスは「“ＯＫ”＋ＣＲ＋ＬＦ」、「“ＥＲＲ”＋ＣＲ＋ＬＦ」、「“（コ

マンドに対する返答）”＋ＣＲ＋ＬＦ」があります。 
※ 各コマンドは『＊＊』の代わりに『？』を入力することにより、現在の設定値が返ってきます。 

（「・・・要求」というコマンドと、校正データ入力のコマンドを除く） 

１） センター周波数の設定 

コマンド：ＦＲＥＱ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

２） セットマーカの要求 

コマンド：ＦＲＥＱＳＥＴＭＫＲ 
 

３） 周波数スパンの設定 

コマンド：ＳＰＡＮ＊＊＊＊ 

ＭＳＡ３３８（E/TG）：（＊＊＊＊＝ＺＥＲＯ／２００Ｋ／５００Ｋ／１Ｍ／２Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ／２０Ｍ／５０Ｍ

／１００Ｍ／５００Ｍ／１Ｇ／２Ｇ／ＦＵＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 

ＭＳＡ３５８：（＊＊＊＊＝ＺＥＲＯ／２００Ｋ／５００Ｋ／１Ｍ／２Ｍ／５Ｍ／１０Ｍ／２０Ｍ／５０Ｍ／１００Ｍ

／５００Ｍ／１Ｇ／２Ｇ／５Ｇ／ＦＵＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 

４） 基準レベルの設定 

コマンド：ＲＥＦ＊＊＊ 

（＊＊＊＝－６０～１０［１ステップ、単位：ｄＢｍ］ ） 
 

５） 基準レベルの単位の設定 

コマンド：ＵＮＩＴ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＤＢＭ／ＤＢＵＶ／ＤＢＭＶ／ＤＢＶ） 
 

６） ＲＢＷの設定 

コマンド：ＲＢＷ＊＊＊ 

MSA338/358(TG)（＊＊＊＝３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／３Ｍ／AUTO 

／ALL［単位：Ｈｚ］ ） 

MSA338E（＊＊＊＝３Ｋ／９Ｋ／３０Ｋ／１２０Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／３Ｍ／AUTO／ALL［単位：Ｈｚ］ ） 

 

７） ＶＢＷの設定 

コマンド：ＶＢＷ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝１００／３００／１Ｋ／３Ｋ／１０Ｋ／３０Ｋ／１００Ｋ／３００Ｋ／１Ｍ／ 

ＡＵＴＯ／ＡＬＬ［単位：Ｈｚ］ ） 
 

８） メジャリング機能の開始／停止 

コマンド：ＭＥＡＳ＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＣＰ／ＡＣＰ／ＯＢＷ／ 

ＥＦ／ＭＦ／ＦＣ／ＯＦＦ） 
 

 

 

   

コマンド 単位 

ＤＢＭ ｄＢｍ 

ＤＢＵＶ ｄＢμＶ 

ＤＢＭＶ ｄＢｍＶ 

ＤＢＶ ｄＢＶ 

 

 

コマンド メジャリング機能 
ＣＰ チャネルパワー測定 

ＡＣＰ 隣接チャネル漏洩電力測定 
ＯＢＷ 周波数帯域幅測定 
ＥＦ 電界強度測定 
ＭＦ 磁界強度測定 
ＦＣ 周波数カウンタ（工場オプション） 

ＯＦＦ オフ 

 

※ ｄＢｍ以外の単位では『９．３ 単位毎の基準 
レベル設定範囲』の換算式を使用してｄＢｍに換 
算して入力して下さい。 

※ 現在のマーカ位置の周波数をセンター周波数に設定します。 
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９） メジャリング結果の要求 

コマンド：ＭＥＡＳＲＥＳ 

※ 返ってくるデータ例 

チャネルパワー測定の場合・・・ POW：－２５．５ｄＢｍ 

隣接チャンネル漏洩電力測定の場合・・・ Ｌ：－４７．７ｄＢｃ Ｕ：－４８．３ｄＢｃ 

周波数帯域幅測定の場合・・・ Ｃ：１．４５Ｇ Ｗ：２０．００ｋ  

周波数測定の場合・・・ ＦＣ：２４００．００００Ｍ 

※ 周波数カウンタ未実装の場合は、“Ｉｎｖａｌｉｄ ｆｏｒ Ｆ／Ｃ”と返ってきます。 
※ 実装されていても、レベルが小さくて測定できない場合は“Non Ｓｉｇｎａｌ”と返ってきます。 

 

１０） チャネルパワー測定のモード設定 

コマンド：ＣＰＭＯＤＥ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝ＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ） 
 

１１） チャネルパワー測定のゾーンセンター周波数設定 

コマンド：ＣＰＣＮＴＲ＊＊＊＊＊＊＊  

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２４．４ 周波数入力』参照） 
 

１２） チャネルパワー測定のゾーン幅設定 

コマンド：ＣＰＷＩＤＴＨ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

１３） 隣接チャネル漏洩電力測定のモード設定 

コマンド：ＡＣＰＭＯＤＥ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝ＴＯＴＡＬ／ＢＡＮＤ／ＰＥＡＫ） 
 

１４） 隣接チャネル漏洩電力測定のバンドオフセット設定 

コマンド：ＡＣＰＯＦＳ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

１５） 隣接チャネル漏洩電力測定のバンド幅設定 

コマンド：ＡＣＰＣＨＢＷ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

１６） 隣接チャネル漏洩電力測定のリファレンスバンドセンター周波数設定 

コマンド：ＡＣＰＲＥＦ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

１７） 隣接チャネル漏洩電力測定のリファレンスバンド幅設定 

コマンド：ＡＣＰＲＥＦＢＷ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 
 

 

 

 

   

コマンド モード 
ＴＯＴＡＬ 画面全体の電力を測定 
ＢＡＮＤ 設定したゾーン内の電力を測定 

 

コマンド モード 
ＴＯＴＡＬ ＴＯＴＡＬ（トータルパワー法） 
ＢＡＮＤ ＢＡＮＤ（帯域内法） 

ＰＥＡＫ ＰＥＡＫ（基準レベル法） 
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１８） 周波数帯域幅測定のモード設定 

コマンド：ＯＢＷＭＯＤＥ＊＊ 

（＊＊＝Ｎ％／ＤＢ） 
 

１９） 周波数帯域幅測定のＮ％ＲＡＴＩＯ設定 

コマンド：ＯＢＷＲＡＴＩＯ＊＊＊ 

（＊＊＊＝８０．０～９９．９［０．１ステップ、単位：％］ ） 
 

２０） 周波数帯域幅測定のＸｄＢＤｏｗｎ設定 

コマンド：ＯＢＷＤＢ＊＊＊ 

（＊＊＊＝０．１～８０．０［０．１ステップ、単位：ｄＢ］ ） 
 

２１） 電界強度測定のアンテナ設定 

コマンド：ＥＦＡＮＴ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝Ｍ３０１／Ｍ３０２／Ｍ３０３／ 

Ｍ３０４／Ｍ３０５／Ｍ３０６／ＵＳＥＲ） 
 
 
 
 

２２） 電界強度測定のオリジナル校正データの転送 

コマンド：ＥＦＵＳＥＲ＊＊＊＊＊ 

※ 詳細は『２５．５ オリジナル校正データの書き込み』を参照してください。 
 

２３） 磁界強度測定のプローブ設定 

コマンド：ＭＦＰＲＯＢＥ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＣＰ２Ｓ／ＵＳＥＲ） 
 

２４） 磁界強度測定のオリジナル校正データの転送 

コマンド：ＭＦＵＳＥＲ＊＊＊＊＊ 

※ 詳細は『２５．５ オリジナル校正データの書き込み』を参照してください。 
 

２５） Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ開始／停止 

コマンド：ＣＡＬＣ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＯＦＦ／ＭＡＸ／ＭＩＮ／ 

ＡＶＥ／ＯＶＲ） 
 

２６） ＭＡＸＨＯＬＤの回数設定 

コマンド：ＭＡＸＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４／０） 
 

２７） ＭＩＮＨＯＬＤの回数設定 

コマンド：ＭＩＮＮＯ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６／５１２／１０２４／０） 

※  コマンド０は回数無限 

   

コマンド モード 
Ｎ％ Ｎ％ ＰＯＷＥＲモード 

ＤＢ ＸｄＢ ＤＯＷＮモード 

 

   

コマンド アンテナ 
Ｍ３０１ Ｍ３０１用設定 

Ｍ３０２ Ｍ３０２用設定 
Ｍ３０３ Ｍ３０３用設定 
Ｍ３０４ Ｍ３０４用設定 
Ｍ３０５ Ｍ３０５用設定 

Ｍ３０６ Ｍ３０６用設定 
ＵＳＥＲ ユーザオリジナル設定 

 

   

コマンド プローブ 
ＣＰ２Ｓ ＣＰ‐２Ｓ用設定 

ＵＳＥＲ ユーザオリジナル設定 

 

   

コマンド Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ 
ＯＦＦ オフ 

ＭＡＸ ＭＡＸ ＨＯＬＤ 
ＭＩＮ ＭＩＮ ＨＯＬＤ 
ＡＶＲ ＡＶＥＲＡＧＥ 
ＯＶＲ ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥ 
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２８） ＡＶＥＲＡＧＥの回数設定 

コマンド：ＡＶＥＮＯ＊＊＊ 

（＊＊＊＝２／４／８／１６／３２／６４／１２８／２５６） 
 

２９） 表示スケールの設定 

コマンド：ＳＣＡＬＥ＊＊ 

（＊＊＝２／１０） 
 

３０） 掃引時間の設定 

コマンド：ＳＷＥＥＰ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝１０Ｍ／３０Ｍ／０．１Ｓ／０．３Ｓ／１Ｓ／３Ｓ／１０Ｓ／３０Ｓ／ＡＵＴＯ／ＡＬＬ） 

 

 

 

 

 

 

 
 

３１） 検波モードの設定 

コマンド：ＤＥＴ＊＊＊   

（＊＊＊＝ＰＯＳ／ＮＥＧ／ＳＭＰ） 
 

３２） ＡＵＴＯＴＵＮＥの要求 

コマンド：ＡＵＴＯ               ※ ＡＵＴＯ ＴＵＮＥ終了後、レスポンスを返します。 
 

３３） 動作の要求 

コマンド：ＨＯＬＤ／ＲＵＮ 
 

３４） マーカ情報の要求 

コマンド：ＭＫＲＲＥＳ ※ 返ってくるデータの例：１．４２Ｇ －１５ｄＢm 
 

３５） マーカのモード設定 

コマンド：ＭＫＲ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊=ＮＯＲＭ／ＤＥＬＴＡ） 
 

３６） マーカの位置設定 

コマンド：ＮＯＲＭＭＫＲ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

コマンド 掃引時間 

１０Ｍ １０ｍｓ 

３０Ｍ ３０ｍｓ 

０．１Ｓ ０．１ｓ 

０．３Ｓ ０．３ｓ 

１Ｓ １ｓ 

コマンド 掃引時間 

３Ｓ ３ｓ 

１０Ｓ １０ｓ 

３０Ｓ ３０ｓ 

ＡＵＴＯ オート 

ＡＬＬ オールオート 

コマンド 検波モード 

ＰＯＳ ポジティブピーク検波モード 

ＮＥＧ ネガティブピーク検波モード 

ＳＭＰ サンプル検波モード 

コマンド マーカのモード 

ＮＯＲＭ ノーマルマーカ 

ＤＥＬＴＡ デルタマーカ 

※  コマンド０は回数無限 

   

コマンド 表示スケール 
２ ２ｄＢ/ｄｉｖ 

１０ １０ｄＢ/ｄｉｖ 
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３７） ピークサーチのモード設定 

コマンド：ＰＥＡＫ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＮＯＲＭ／ＺＯＮＥ） 
 

３８） ピークサーチの要求 

コマンド：ＰＫＳＥＡＲＣＨ＊＊ 

（＊＊＝０１／０２／０３／０４／０５／ 

０６／０７／０８／０９／１０／１１） 
 

３９） ピークサーチのＺＯＮＥセンター設定 

コマンド：ＰＫＣＮＴＲ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

４０） ピークサーチのＺＯＮＥ幅設定 

コマンド：ＰＫＷＩＤＴＨ＊＊＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 
 

４１） マーカの単位設定 

コマンド：ＣＯＮＶ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＤＢＭ／Ｗ／ＤＢＶ／Ｖ／ＤＢＵＶＭ／ＶＭ） 
 

４２） ハードコピーの転送要求 

コマンド：ＰＲＴ 

※ 返ってくるデータを取り込んでおいてオプションのプリンタに転送すると、ハードコピーされます。     
 

４３） トレースの転送要求 

コマンド：ＳＲＳ＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＝ＣＵＲＲ／００～９９） 
 
 

４４） トレース１００１データの転送要求 

コマンド：ＳＲＳＦ 10 進データ表記  ※ 返ってくるデータは『２４．３ データ転送』を参照して下さい。 
                  ＳＲＳＨＦ 4 バイト 16 進表記 
 

４５） プリセットの要求 

コマンド：ＰＲＥＳＥＴ 
 

４６） リモート制御の設定 

コマンド：ＲＥＭＯＴＥ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＯＮ／ＯＦＦ） 

※ リモート操作ＯＮ時は、本体の動作表示エリアに「ＲＥＭＯＴＥ」と表示されます。 

〔詳しくは『４．画面の説明』参照〕 

４７） シングル掃引 

コマンド：ＣＡＰＴ           ※ コマンドを送ると、一回だけ掃引してＨOLD 状態になります。 

コマンド ピークサーチのモード 

ＮＯＲＭ ノーマルピークサーチ 

ＺＯＮＥ ＺＯＮＥ内ピークサーチ 

   

コマンド マーカの単位 

ＤＢＭ ｄＢｍ 

Ｗ Ｗ 

ＤＢＶ ｄＢＶ 

Ｖ Ｖ 

ＤＢＵＶＭ ｄＢμＶ/ｍ 

ＶＭ Ｖ/ｍ 

 

   

コマンド 転送されるトレース 

ＣＵＲＲ 現在のトレース 

００ セーブデータ００のトレース 

・・・ ・・・ 

９９ セーブデータ９９のトレース 

 

   

コマンド マーカの移動先 

０１ 画面内の最大ピーク位置 

０２ 画面内の２番目のピーク位置 

・・・ ・・・ 

１１ 画面内の１１番目のピーク位置 

 

    

コマンド リモート制御 

ＯＮ 
本体のキー、エンコーダ操作を受け付けなくなります。 

ＲＳ‐２３２Ｃコマンドで操作して下さい。 

ＯＦＦ 
本体のキー、エンコーダ操作を受け付けます。 

ＲＳ‐２３２Ｃコマンドでも操作できます。 
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４８） 基準レベルのオフセットの設定 

コマンド：ＯＦＦＳＥＴ＊＊＊＊＊ 

（＊＊＊＊＊＝－５０．０～５０．０［０．１ステップ、単位：ｄＢ］） 

 

４９） 入力インピーダンス補正の設定 

コマンド：ＩＭＰ＊＊ 

（＊＊＝５０／７５） 

※ “７５”選択時は、入力コネクタにインピーダンス変換器ＭＡ３０１（オプション）を付けてください。 
 

５０） 保存されたトレース、設定値のクリア 

コマンド：ＭＣＬＲ＊＊＊ 

（＊＊＊＝ＷＡＬＬ／ＳＡＬＬ／Ｗ００～Ｗ９９／ 

Ｓ００～Ｓ９９） 

 

５１） 設定保存の要求 

コマンド：SVST  
※ 返ってくるデータ：OK 

 
 
２５．４ 周波数入力 
 

上記『２５．３ コマンド説明』で（＊＊＊＊＊＊＊＝『２５．４ 周波数入力』参照） 

とあるものは、下記のように周波数を入力します。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＝０．０ｋ～９９９．９ｋ（０．１ステップ、単位：Ｈｚ） 

０．０Ｍ～９９９．９Ｍ（０．１ステップ、単位：Ｈｚ） 

ＭＳＡ３３８（Ｅ/TG）：  ０．００００Ｇ～３．３Ｇ（０．０００１ステップ、単位：Ｈｚ） 

ＭＳＡ３５８：  ０．００００Ｇ～８．５Ｇ（０．０００１ステップ、単位：Ｈｚ） 

※ 但し、オフセット周波数とゾーン幅は、センター周波数と周波数スパンによって決められた 

範囲内での入力となり、それ以外はエラーとなります。 

※ オフセット周波数とゾーン幅は、周波数スパンを変更することで値が変わります。 
 

２５．５ オリジナル校正データの書き込み 
電界強度測定で、オプションのアンテナでなく、お客様で用意されたアンテナを使用する場合と、 

磁界強度測定で、オプションの磁界プローブでなく、お客様で用意された磁界プローブを使用する場合は、 

本機にアンテナもしくは磁界プローブの校正データを書き込む必要がありますので、下記要領に従って校正データの

書き込みを行ってください。ＰＣソフトウェアＭＡＳ３００（オプション）を使用する方法と、お客さまで通信プログラムを用

意する方法の２種類があります。 
 

１） 準備するもの 

・ ＲＳ‐２３２Ｃインターフェースケーブル ＭＩ１８０ 

・ Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン（ＲＳ‐２３２Ｃインタフェース付き） ※スペクトラムアナライザ本体のみでは書き込めません。 

   

コマンド オフセットレベル 
５０ オフセットレベルが０ｄＢになります。 

７５ オフセットレベルが５．７ｄＢになります。 

 

   

コマンド クリアされるデータ 
ＷＡＬＬ 保存されているトレース全て 

ＳＡＬＬ 保存されている設定値全て 
Ｗ００ 格納先番号００のトレース 
・・・ ・・・ 

Ｗ９９ 格納先番号９９のトレース 
Ｓ００ 格納先番号００の設定値 
・・・ ・・・ 

Ｓ９９ 格納先番号９９の設定値 
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・ ＰＣソフトウェア ＭＡＳ３００（書き込み方法１の場合のみ） 

２） 書き込みデータ 

例として、アンテナＭ３０５の校正データ（アンテナゲイン）と磁界プローブＣＰ‐２Ｓの校正データ（校正係数）を 

下記に示します。 

・ アンテナＭ３０５校正データ（アンテナゲイン） 

周波数 ３００ＭＨｚ ３５０ＭＨｚ ４００ＭＨｚ ４５０ＭＨｚ ５００ＭＨｚ 

アンテナゲイン ０．０ｄＢｉ １．０ｄＢｉ １．４ｄＢｉ １．４ｄＢｉ ０．０ｄＢｉ 

・ 磁界プローブＣＰ‐２Ｓ校正データ（校正係数） 

周波数 １０ＭＨｚ １００ＭＨｚ １ＧＨｚ ２ＧＨｚ ３ＧＨｚ 

校正係数 ８６．７ｄＢ ６９．２ｄＢ ５０．７ｄＢ ４４．９ｄＢ ４０．１ｄＢ 

※ ここではデータが５点ですが、最大１０点のデータまで入力可能です。０Ｈｚには入力できません。 
 

３） 書き込み方法１ 

ＰＣソフトウェアＭＡＳ３００（オプション）を使用した方法 

※ ＭＡＳ３００のバージョンは１．０３ｂ以上をお使い下さい。 

最新バージョンへの更新は弊社ホームページのダウンロードデータで行えます。 
 

① 校正データをテキストファイルに書きます 

パソコンの新規作成でテキストファイルを作成し、テキストエディタで開いてください。 

次に、下記フォーマットで周波数と校正データをテキストファイルに書いてください。 

・ フォーマット 

周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

例） Ｍ３０５の場合 

300M:0.0DBI,350M:1.0DBI,400M:1.4DBI,450M:1.4DBI,500M:0.0DBI 
※ 単位は大文字で書いてください。また、周波数はＧ（ギガヘルツ）も使用できます。 

② ＰＣソフトウェアＭＡＳ３００を使用して、①で作成したテキストファイルを本機に書き込みます 

本機とパソコンをＭＩ１８０で接続し、本機の電源を投入してください。 

ＰＣソフトウェアＭＡＳ３００を立ち上げ、本機とＭＡＳ３００のボーレートを合わせてください。（ボーレート

変更の詳細は『２４．データ出力』を参照してください。） 

ソフトウェアの上部メニューから、 

電界強度測定の校正データなら［Ｆｉｌｅ］→［Ｗｒｉｔｅ Ｅ／Ｆ Ｕｓｅｒ Ｄａｔａ］を、 

磁界強度測定の校正データなら［Ｆｉｌｅ］→［Ｗｒｉｔｅ Ｍ／Ｆ Ｕｓｅｒ Ｄａｔａ］を選択してください。 

次に、先ほど作成したテキストファイルを選択すると、データが書き込まれます。 
 

４） 書き込み方法２ 

ＭＡＳ３００を使用した書き込み以外の方法です。お客様に通信プログラムを用意して頂く必要があります。 
 

① ＲＳ‐２３２Ｃ通信用ソフトウェアを準備します。 

本機とパソコンをＭＩ１８０で接続し、本機の電源を投入してください。ＲＳ‐２３２Ｃ通信ソフトウェアを立ち

上げ、本機とソフトウェアのボーレート、通信設定を合わせてください。（ボーレート変更の詳細は『２３．

データ出力』を参照してください。） 
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② データを書き込みます。 

ＲＳ‐２３２Ｃ通信ソフトウェアから下記フォーマットのデータを本機に転送してください。 

・ フォーマット 

電界強度測定の校正データの場合 

ＥＦＵＳＥＲ周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

磁界強度測定の校正データの場合 

ＭＦＵＳＥＲ周波数:校正データ,周波数:校正データ,周波数:校正データ,･･･ 

例）ＣＰ‐２Ｓの場合 

MFUSER10M:86.7DB,100M:69.2DB,1G:50.7DB,2G:44.9DB,3G:40.1DB 
※ 単位は大文字で書いてください。 

③ 正しく書き込みが終了すると、本機から“ＯＫ”と返ってきます。 
 

５） 使用方法 

① 本機のメジャリングモードを電界強度測定モードもしくは磁界強度測定モードに設定 

します。 

電界強度測定なら［ＭＥＡＳ］→［Ｅ／Ｆ ＡＮＴ］を選択します。 

磁界強度測定なら［ＭＥＡＳ］→［Ｍ／Ｆ ＰＲＯＢＥ］を選択します。 

［Ｆ１］を押し、［Ｆ１］上部の表示が“ＵＳＥＲ”となるようにしてください。 

これで、書き込んだ校正データでの測定が行えます。 

※ 書き込んだ校正データは、電源を切っても消えません。 

※ 電源を切ると、メジャリングモードから通常の測定に戻ります。 

 

６） アンテナゲインについて 

ここでのアンテナゲインとは絶対利得［ｄＢｉ］をさします。 

アンテナゲインが相対利得の場合は、２．１５ｄＢを足すことで絶対利得へと変換できます。 

・絶対利得［ｄＢｉ］＝相対利得［ｄＢｄ］＋２．１５ｄＢ 

参考として、電界強度への変換式は下記を使用しています。 

・Ｅ＝√（４８０π２×Ｐａ÷（Ｇａ×λ２）） 

Ｅ：電界強度［Ｖ/ｍ］ 

Ｐａ：受信電力［Ｗ］ 

Ｇａ：アンテナゲイン［倍］＝１０（アンテナゲイン［ｄＢｉ］÷１０） 

λ：波長［ｍ］＝（３×１０８）÷周波数［Ｈｚ］ 
 

２５．６ サンプルプログラム 
次の設定をＲＳ‐２３２Ｃで送信するプログラムの例を示します。 

設定内容：センター周波数１ＧＨｚ 

１０                                  ’ＦＲＥＱ ＳＥＴＴＩＮＧ 

２０    ＯＰＥＮ “ＣＯＭ１：Ｎ８１Ｎ” ＡＳ ＃１ 

３０    ＰＲＩＮＴ ＃１ “ＦＲＥＱ１Ｇ”；            ’“ＦＲＥＱ１Ｇ” ＯＵＴＰＵＴ 

４０    ＩＮＰＵＴ ＃１ Ａ＄                  ’“ＯＫ” ＲＥＡＤ 

５０    ＣＬＯＳＥ ＃１ 
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 ２６． ＰＣソフトウェア （オプション）  
 
ＰＣソフトウェアＭＡＳ３００（オプション）は、本機をＲＳ‐２３２Ｃで制御するソフトです。全ての設定をパソコンから行うことが

できます。本機の画面では横軸２５１点で表示されますが、内部では１掃引１００１点でトレースを取り込んでいます。ＰＣソフ

トウェアＭＡＳ３００を使うことにより、この１００１点のデータをパソコンへ転送し、高分解能でトレースを表示することができ

ます。 
 
動作環境 

ハードウェア環境 
Ｗｉｎｄｏｗｓ®が動作し、画面サイズが１０２４×７６８以上、ＣＯＭポートとＣＤ‐ＲＯＭドライブが使用可能なコンピュータ。 

 
対応ＯＳ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ® ２０００／Ｍｅ／ＮＴ ４．０／ＸＰ／VISTA／７ 
 
通信環境 

ＲＳ‐２３２Ｃによる双方向通信 
 
インストールの手順 

① Ｗｉｎｄｏｗｓ®を起動します。 
 
② ＣＤ－ＲＯＭドライブにＭＡＳ３００ソフトウェアＣＤを挿入します。 

セットアップが自動的に起動して初期画面が表示されます。 
 
③ 画面の指示に従って操作します。 
 

※ セットアップが起動しない場合 
① マイコンピュータアイコンをダブルクリックします。 
 
② ＣＤ－ＲＯＭのアイコンをダブルクリックします。 
 
③ ｢ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ｣をダブルクリックします。 
 
④ 画面の指示に従って操作します。 
 
詳しくはＭＡＳ３００の中の“ＲＥＡＤＭＥ”を参照して下さい。 

 
※ 尚、ソフトのアップデートについては弊社へお問い合わせください 
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 ２７．基本性能試験 (ＭＳＡ338(E/TG)/358)  
 

品質を保つために、定期的な性能試験をお勧め致します。本項目では、基本性能試験方法及び規格を記載します。 

基本性能試験の結果、問題が発見された場合や正式な試験が必要な場合は、購入代理店又は弊社へご連絡下さい。 

 

「接続図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７．１ 周波数特性 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/ＭＳＡ３５８の各周波数での電力表示値が－１５ｄＢｍになるようにスペクトラムアナライザ校正装置

（以下、校正装置とします。）の出力レベル調整を行い、校正用受信機（マイクロ波電力計等）で絶対値を測定します。 

 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定 
規格 測定値 判定 

センター周波数 周波数スパン ＲＢＷ 

１０MＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±２．０ｄＢ±１ドット以内   

１００MＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準   

１ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

２ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

３．３ＧＨｚ １０MＨｚ ３MＨｚ 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

６．２GHz ※1 １０MHz ３MHz 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

８．５GHz ※1 １０MHz ３MHz 基準±１．０ｄＢ±１ドット以内   

※1 ＭＳＡ３５８のみ 

● ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定        ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８のセンター周波数と同じ。  

ＶＢＷ ： １ＭＨｚ  出力電力 ： ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の電力表示を 

掃引時間 ： 

： 

１ｓ    －１５ｄＢｍに合わせる。 

検波モード ＳＭＰＬ   

表示スケール ： ２ｄＢ/ｄｉｖ     

      

 

スペクトラムアナライザ校正装置 
校正用受信機 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８ 
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２７．２ 基準レベル確度 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８のピークレベルが上から０ｄｉｖ目になるように校正装置の出力レベル調整を行い、校正用受信

機（マイクロ波電力計等）で絶対値を測定します。 

 

MSA338(E/TG)/358 の設定  
規格 測定値 判定 

基準レベル 

＋１０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－１０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－１５ｄＢｍ ±０．８ｄＢ±１ドット以内   

－２０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－３０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

－４０ｄＢｍ ±１．４ｄＢ±１ドット以内   

※ －１５ｄＢｍ以外の基準レベルには、入力減衰器切換誤差が含まれます。 

● ＭＳＡ３３８(E/TG)／３５８の設定           ● 校正装置の設定 

センター周波数 ： １００ＭＨｚ  周波数 ： １００ＭＨｚ 

周波数スパン ： １０ＭＨｚ  出力電力 ： ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の表示値が上 

から０ｄｉｖ目になるように合わせる。 ＲＢＷ ： ３ＭＨｚ    

ＶＢＷ ： １ＭＨｚ     

掃引時間 ： １ｓ     

検波モード ： ＳＭＰＬ     

表示スケール ： ２ｄＢ/ｄｉｖ     

 

２７．３ センター周波数表示確度 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８のピークサーチ機能で周波数を測定します。 

 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定 
規格 測定値 判定 

センター周波数 周波数スパン ＲＢＷ 

１００ＭＨｚ ２００ｋＨｚ ３ｋＨｚ ±５０ｋＨｚ±１ドット以内 

±４ｋHz 

  

１００ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ｋＨｚ   

１００ＭＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ 

±３６０ｋＨｚ±１ドット以内 

±RBW×20% 

  

１００ＭＨｚ ２００ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

１ＧＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

２ＧＨｚ ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

３．３ＧＨｚ ※1 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

６．１GHz ※2 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

８．５GHz ※2 ２０ＭＨｚ １００ｋＨｚ   

   ※1 MSA338(E/TG)のみ   ※2 MSA358のみ 

● ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定          ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８のセンター周波数と同じ。  

ＶＢＷ ： ＡＵＴＯ  出力電力 ： －１５ｄＢｍ 

掃引時間 ： １ｓ     

検波モード ： ＳＭＰＬ  ※但し、前もって信号発生器の校正を行うこと。 

表示スケール ： １０ｄＢ/ｄｉｖ     
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２７．４ 周波数スパン表示確度 

ピークがｆ１とｆ９の位置になるように校正装置の周波数設定を調整し、ｆ１とｆ９の周波数を測定します。 

ｆ１とｆ９から周波数スパン表示確度を計算します。 

※ ｆ１：波形画面左から１ｄｉｖ目     ｆ９：波形画面左から９ｄｉｖ目 

ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定 

規格 ｆ１ 測定値 ｆ９ 測定値 （ｆ９－-ｆ１） 判定 周波数 

スパン 

センター 

周波数 
ＲＢＷ 

２００ｋHｚ １GHｚ ３ｋHｚ 160kHz×±3%±１ドット以内     

１０MHｚ １GHｚ １００ｋHｚ 8MHｚ×±3%±１ドット以内     

２０MHｚ １GHｚ ３００ｋHｚ 16MHｚ×±3%±１ドット以内     

２００MHｚ １GHｚ ３MHｚ 160MHｚ×±3%±１ドット以内     

５００MHｚ １GHｚ ３MHｚ 400MHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ １GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

ﾌﾙ（3.3GHz）※1 １．６５GHｚ ３MHｚ 2.64GHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ※2 ４．８GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

２GHｚ※2 ７．４GHｚ ３MHｚ 1.6GHｚ×±3%±１ドット以内     

ﾌﾙ（8.5GHz）※2 ４．２５GHｚ ３MHｚ 6.8GHｚ×±3%±１ドット以内     

※1 MSA338(E/TG)のみ  ※2 MSA358のみ 

● ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定            ● 校正装置の設定 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ  周波数 ： ｆ１、ｆ９の位置に合わせる。 

ＶＢＷ ： ＡＵＴＯ  出力電力 ： －１５ｄＢｍ 

掃引時間 ： AUTOより一段遅く    

検波モード ： ＳＭＰＬ     

表示スケール ： １０ｄＢ/ｄｉｖ  ※ 測定時＜ＡＶＧ＞を行った方が正確に測定できます。 

 

２７．５ 振幅表示直線性 

ピークレベルが振幅軸の１番上（０ｄｉｖ目）にくるように校正装置のレベルを調整し、その際の設定値を基準とします。 

基準より出力を下げていって、ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の振幅値を測定します。 

 

ＭＳＡ338(E/TG)/358 の設定 
校正装置の出力 規格 測定値 判定 

表示スケール 

１０ｄＢ/ｄｉｖ 

ＸｄＢｍ（０ｄｉｖ目に合わせる） 基準（－１５ｄＢｍ） （－１５ｄＢｍ）  

Ｘ－１０ｄＢ  －２５ｄＢｍ±０．８ｄＢ±１ドット以内   

Ｘ－７０ｄＢ －８５ｄＢｍ±１．６ｄＢ±１ドット以内   

２ｄＢ/ｄｉｖ 

ＸｄＢｍ（０ｄｉｖ目に合わせる） 基準（－１５ｄＢｍ） （－１５ｄＢｍ）  

Ｘ－２ｄＢ －１７ｄＢｍ±０．２ｄＢ±１ドット以内   

Ｘ－１０ｄＢ －２５ｄＢｍ±０．８ｄＢ±１ドット以内   

● ＭＳＡ３３８(E/TG)/３５８の設定            ● 校正装置の設定 

センター周波数 ： １００ＭＨｚ  周波数 ： １００ＭＨｚ 

基準レベル ： －１５ｄＢｍ     

周波数スパン ： ２００ｋＨｚ    

ＲＢＷ ： ３０ｋＨｚ     

ＶＢＷ ： ３００Ｈｚ     

掃引時間 ： ０．３ｓ     

検波モード ： POS      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロニクス株式会社 
〒１９３‐０９３４ 東京都八王子市小比企町２９８７‐２ 

ＴＥＬ．０４２（６３７）３６６７ ＦＡＸ．０４２（６３７）０２２７ 

ＵＲＬ： http://www.micronix‐jp.com/  

 


